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(57)【要約】
【課題】画像のカラーバランスを長期間安定的に保ち、保存性に優れた画像を記録するこ
とができるインクジェット記録用イエローインク及びインクジェット記録用インクセット
を提供する。
【解決手段】下記一般式（Ｙ）で表され、ｎが１である化合物及びその塩からなる群より
選ばれる水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と、下記一般式（Ｙ）で表され、ｎが２である化合物
及びその塩からなる群より選ばれる水溶性アゾ染料（ｙｎ２）とを含んでいる〔Ｇ：ヘテ
ロ環基；Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ：置換基；ｎ＝１，２（ｎ＝１のとき、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ
、Ｇは１価の置換基を表し、ｎ＝２のとき、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ、Ｇは１価又は２価の置
換基を表し、少なくとも１つは２価の置換基を表す。）〕。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（Ｙ）で表され、ｎが１である化合物及びその塩からなる群より選ばれる水
溶性アゾ染料（ｙｎ１）と、下記一般式（Ｙ）で表され、ｎが２である化合物及びその塩
からなる群より選ばれる水溶性アゾ染料（ｙｎ２）とを含むインクジェット記録用イエロ
ーインク。
【化１】

　〔一般式（Ｙ）中、Ｇはヘテロ環基を表し、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、及びＱは置換基を表し、
ｎは１又は２を表す。ｎが１のとき、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ、及びＧは１価の置換基を表し
、ｎが２のとき、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ、及びＧは１価又は２価の置換基を表し、少なくと
も１つは２価の置換基を表す。〕
【請求項２】
　前記水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と前記水溶性アゾ染料（ｙｎ２）との比率〔ｙｎ１：ｙ
ｎ２〕が、１：２０～１：１であることを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記
録用イエローインク。
【請求項３】
　前記水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と前記水溶性アゾ染料（ｙｎ２）の合計量が、イエロー
染料の総含有量に対して８０質量％以上であることを特徴とする請求項１又は請求項２に
記載のインクジェット記録用イエローインク。
【請求項４】
　前記水溶性アゾ染料（ｙｎ２）が、下記一般式（Ｙ－１）で表される化合物、下記一般
式（Ｙ－２）で表される化合物、下記一般式（Ｙ－３）で表される化合物、下記一般式（
Ｙ－４）で表される化合物、及び下記一般式（Ｙ－５）で表される化合物、並びにこれら
の塩からなる群より選ばれる少なくとも一種であることを特徴とする請求項１～請求項３
のいずれか１項に記載のインクジェット記録用イエローインク。
【化２】

　〔一般式（Ｙ－１）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２は、そ
れぞれ独立に１価の基を表し、Ｇは５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し
、Ｍは水素原子又はカチオンを表す。ｍ１は、０～３の整数を表す。〕
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【化３】

　〔一般式（Ｙ－２）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１、及びＺ２は
、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ１は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２はそれぞれ
独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオン
を表す。ｍ２１及びｍ２２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。〕

【化４】

　〔一般式（Ｙ－３）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、及びＹ２は
、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ２は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２はそれぞれ
独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオン
を表す。ｍ３１及びｍ３２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。〕

【化５】

　〔一般式（Ｙ－４）中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２は
、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ３は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２はそれぞれ
独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオン
を表す。ｍ４１及びｍ４２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。〕
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【化６】

　〔一般式（Ｙ－５）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２は
、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ４は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２はそれぞれ
独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオン
を表す。ｍ５１及びｍ５２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。〕
【請求項５】
　イエロー染料の総含有量が３質量％～７質量％であることを特徴とする請求項１～請求
項４のいずれか１項に記載のインクジェット記録用イエローインク。
【請求項６】
　更に、ノニオン系界面活性剤を含有することを特徴とする請求項１～請求項５のいずれ
か１項に記載のインクジェット記録用イエローインク。
【請求項７】
　前記ノニオン系界面活性剤が、アセチレンジオール系界面活性剤であることを特徴とす
る請求項６に記載のインクジェット記録用イエローインク。
【請求項８】
　請求項１～請求項７のいずれか１項に記載のインクジェット記録用イエローインクと、
マゼンタ染料を含むマゼンタインクと、シアン染料を含むシアンインクとを有するインク
ジェット記録用インクセット。
【請求項９】
　前記シアン染料は、下記一般式（Ｃ－１）で表される化合物及びその塩からなる群より
選ばれる水溶性フタロシアニン染料であることを特徴とする請求項８に記載のインクジェ
ット記録用インクセット。
【化７】

　〔一般式（Ｃ－１）中、Ｑ１～Ｑ４、Ｐ１～Ｐ４、Ｗ１～Ｗ４、Ｒ１～Ｒ４は、それぞ
れ独立に、（＝Ｃ（Ｊ１）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ２）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ
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３）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ４）－又は－Ｎ＝）を表す。Ｊ１～Ｊ４は、それぞれ独
立に水素原子又は置換基を表す。「Ｑ１、Ｐ１、Ｗ１、及びＲ１」を含む環Ａ、「Ｑ２、
Ｐ２、Ｗ２、及びＲ２」を含む環Ｂ、「Ｑ３、Ｐ３、Ｗ３、及びＲ３」を含む環Ｃ、並び
に「Ｑ４、Ｐ４、Ｗ４、及びＲ４」を含む環Ｄの４つの環は、芳香族炭化水素環又はヘテ
ロ環を表す。Ｍは、水素原子、金属元素、金属酸化物、金属水酸化物、又は金属ハロゲン
化物を表す。〕
【請求項１０】
　前記マゼンタインクは、下記一般式（Ｍ－１）で表される水溶性アゾ染料を含有するこ
とを特徴とする請求項８又は請求項９に記載のインクジェット記録用インクセット。
【化８】

　〔一般式（Ｍ－１）中、Ａは、５員ヘテロ環ジアゾ成分Ａ－ＮＨ２の残基を表す。Ｂ１

及びＢ２は、各々－ＣＲ１３＝、－ＣＲ１４＝を表すか、あるいはいずれか一方が窒素原
子、他方が－ＣＲ１３＝又は－ＣＲ１４＝を表す。Ｒ１１及びＲ１２は、各々独立に、水
素原子、アルキル基、シクロアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、
アリール基、ヘテロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、カルバモイル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、又はスルファモ
イル基を表わす。Ｇ、Ｒ１３、及びＲ１４は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、ア
ルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、シア
ノ基、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカル
ボニル基、アシル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基
、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アルコキシカルボニルオ
キシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、アルキル基又はアリール基又はヘテロ環基
で置換されたアミノ基、アシルアミノ基、ウレイド基、スルファモイルアミノ基、アルコ
キシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、アルキルスルホニルアミ
ノ基、アリールスルホニルアミノ基、ニトロ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、アル
キルスルホニル基、アリールスルホニル基、アルキルスルフィニル基、アリールスルフィ
ニル基、スルファモイル基、ヘテロ環チオ基、又はイオン性親水性基を表す。また、Ｒ１

３とＲ１１、あるいはＲ１１とＲ１２は結合して５～６員環を形成してもよい。但し、一
般式（Ｍ－１）は、少なくとも一つのイオン性親水性基を有する。〕
【請求項１１】
　更に、ブラックインクを含むことを特徴とする請求項８～請求項１０のいずれか１項に
記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項１２】
　前記ブラックインクは、下記一般式（Ｂ－１）で表される水溶性アゾ染料を含有するこ
とを特徴とする請求項１１に記載のインクジェット記録用インクセット。
【化９】

　〔一般式（Ｂ－１）中、Ａは、１価の芳香族基又はヘテロ環基を表し、Ｂは２価の芳香
族基又はヘテロ環基を表す。Ｔ１及びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－、－ＣＲ４４＝を表すか
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、あるいはいずれか一方が窒素原子を表し、他方が＝ＣＲ４３－又は－ＣＲ４４＝を表す
。Ｖ１　、Ｒ４３、及びＲ４４は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、
アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、カル
ボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、
複素環オキシカルボニル基、アシル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基
、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アルコ
キシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、アミノ基（アルキルアミ
ノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基、ウレイド基、ス
ルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミ
ノ基、アルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、ヘテロ環スルホニル
アミノ基、ニトロ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、アルキルスル
ホニル基、アリールスルホニル基、ヘテロ環スルホニル基、アルキルスルフィニル基、ア
リールスルフィニル基、ヘテロ環スルフィニル基、スルファモイル基、又はスルホ基を表
す。Ｒ４１及びＲ４２は、各々独立に、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニ
ル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル基、ア
リールオキシカルボニル基、カルバモイル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニ
ル基、スルファモイル基を表す。但し、Ｒ４１とＲ４２とが同時に水素原子であることは
ない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１とＲ４２は、結合して５員環又は６員環を
形成してもよい。〕
【請求項１３】
　支持体上に無機微粒子を含有するインク受容層を有するインクジェット記録媒体上に、
請求項１～請求項７のいずれか１項に記載のインクジェット記録用イエローインク、又は
請求項８～請求項１２のいずれか１項に記載のインクジェット記録用インクセットを用い
て画像を記録するインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット法でインクを吐出して画像を記録するのに好適なインクジェ
ット記録用イエローインク、並びにこれを用いたインクジェット記録用インクセット及び
インクジェット記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録用のインクとしては、水性インク、油性インク、あるいは固体（溶
融型）インクが用いられている。
【０００３】
　このようなインクジェット記録用のインクに用いられる色素としては、一般に、水など
の溶剤に対する溶解性が良好なこと、色相が良好なこと、光、熱、環境中の活性ガス（Ｎ
Ｏｘ、オゾン等の酸化性ガスの他ＳＯｘなど）に対して堅牢であること、水や薬品に対す
る堅牢性に優れること、受像材料に対して定着性が良く滲みにくいこと、インクとしての
保存性に優れること、色純度が高いこと、等が要求されている。
【０００４】
　特に、色素は光、湿度、熱に対して堅牢であることが重要であり、記録用の材料である
性質上、例えば多孔質の白色無機顔料粒子を含有するインク受容層を有する受像材料上に
記録した際に記録画像が環境中のオゾン等の酸化性ガスに対して堅牢であることが望まれ
ている。
【０００５】
　また、例えばイエロー、マゼンタ、シアン等を用いてカラー画像を記録する場合、記録
時にはカラーバランスが調整されて色合いの良好な画像が得られるが、記録後の経時で各
色の褪色の程度が同一環境下で異なると、経時に伴なって次第にカラーバランスが崩れ、
画像全体の色調が大きく劣化する。
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【０００６】
　色の堅牢さに関連し、堅牢な画像の記録が可能なインクとして、光、熱、湿度、及び環
境中の活性ガスに対して堅牢性を有するインク組成物が開示されている（例えば、特許文
献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－１９７４９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、このインク組成物では、特にイエロー染料の堅牢性が他のシアン染料やマゼン
タ染料に比べて良好なために、記録後経時で画像のカラーバランスが崩れやすく、記録時
の画像色調を長時間安定に保てない場合がある。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みなされたものであり、画像のカラーバランスを長期間安定的に保
ち、保存性に優れた画像を記録することができるインクジェット記録用イエローインク及
びインクジェット記録用インクセット、並びにこれを用いたインクジェット記録方法を提
供することを目的とし、該目的を達成することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、ピラゾールアゾ系のイエロー染料は、モノ体がビス体に比較して堅牢性が弱
く、色相が近似しているモノ体をビス体と共に用いると、所望のイエロー色調を保ちつつ
、画像の経時による褪色バランスの調整が可能であるとの知見を得、かかる知見に基づい
て達成されたものである。
【００１０】
　前記課題を達成するための具体的手段は以下の通りである。
　＜１＞　下記一般式（Ｙ）で表され、ｎが１である化合物及びその塩からなる群より選
ばれる水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と、下記一般式（Ｙ）で表され、ｎが２である化合物及
びその塩からなる群より選ばれる水溶性アゾ染料（ｙｎ２）とを含むインクジェット記録
用イエローインクである。
【００１１】
【化１】

【００１２】
　前記一般式（Ｙ）において、Ｇはヘテロ環基を表し、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、及びＱは置換基
を表し、ｎは１又は２を表す。ｎが１のとき、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ、及びＧは１価の置換
基を表し、ｎが２のとき、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ、及びＧは１価又は２価の置換基を表し、
少なくとも１つは２価の置換基を表す。
【００１３】
　＜２＞　前記水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と前記水溶性アゾ染料（ｙｎ２）との比率〔ｙ
ｎ１：ｙｎ２〕が、１：２０～１：１であることを特徴とする前記＜１＞に記載のインク
ジェット記録用イエローインクである。
　＜３＞　前記水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と前記水溶性アゾ染料（ｙｎ２）の合計量が、
イエロー染料の総含有量に対して８０質量％以上であることを特徴とする前記＜１＞又は
前記＜２＞に記載のインクジェット記録用イエローインクである。
　＜４＞　前記水溶性アゾ染料（ｙｎ２）が、下記一般式（Ｙ－１）で表される化合物、
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一般式（Ｙ－４）で表される化合物、及び下記一般式（Ｙ－５）で表される化合物、並び
にこれらの塩からなる群より選ばれる少なくとも一種であることを特徴とする前記＜１＞
～前記＜３＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用イエローインクである。
【００１４】
【化２】

【００１５】
　前記一般式（Ｙ－１）において、Ｒ１、Ｒ２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ

２は、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｇは５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子
団を表し、Ｍは水素原子又はカチオンを表す。ｍ１は、０～３の整数を表す。
【００１６】

【化３】

【００１７】
　前記一般式（Ｙ－２）において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１、及
びＺ２は、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ１は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２は
それぞれ独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又は
カチオンを表す。ｍ２１及びｍ２２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。
【００１８】

【化４】

【００１９】
　前記一般式（Ｙ－３）において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、及
びＹ２は、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ２は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２は
それぞれ独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又は
カチオンを表す。ｍ３１及びｍ３２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。
【００２０】
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　前記一般式（Ｙ－４）において、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及
びＺ２は、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ３は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２は
それぞれ独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又は
カチオンを表す。ｍ４１及びｍ４２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。
【００２１】

【化６】

【００２２】
　前記一般式（Ｙ－５）において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及
びＺ２は、それぞれ独立に１価の基を表し、Ｌ４は２価の連結基を表し、Ｇ１及びＧ２は
それぞれ独立に５員～８員の含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又は
カチオンを表す。ｍ５１及びｍ５２は、それぞれ独立に０～３の整数を表す。
　＜５＞　イエロー染料の総含有量が３質量％～７質量％であることを特徴とする前記＜
１＞～前記＜４＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用イエローインクである。
　＜６＞　更に、ノニオン系界面活性剤を含有することを特徴とする前記＜１＞～前記＜
５＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用イエローインクである。
　＜７＞　前記ノニオン系界面活性剤が、アセチレンジオール系界面活性剤であることを
特徴とする前記＜６＞に記載のインクジェット記録用イエローインクである。
　＜８＞　前記＜１＞～前記＜７＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用イエロ
ーインクと、マゼンタ染料を含むマゼンタインクと、シアン染料を含むシアンインクとを
有するインクジェット記録用インクセットである。
　＜９＞　前記シアン染料は、下記一般式（Ｃ－１）で表される化合物及びその塩からな
る群より選ばれる水溶性フタロシアニン染料であることを特徴とする前記＜８＞に記載の
インクジェット記録用インクセットである。
【００２３】
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【化７】

【００２４】
　前記一般式（Ｃ－１）において、Ｑ１～Ｑ４、Ｐ１～Ｐ４、Ｗ１～Ｗ４、Ｒ１～Ｒ４は
、それぞれ独立に、（＝Ｃ（Ｊ１）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ２）－又は－Ｎ＝）、（
＝Ｃ（Ｊ３）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ４）－又は－Ｎ＝）を表す。Ｊ１～Ｊ４は、そ
れぞれ独立に水素原子又は置換基を表す。「Ｑ１、Ｐ１、Ｗ１、及びＲ１」を含む環Ａ、
「Ｑ２、Ｐ２、Ｗ２、及びＲ２」を含む環Ｂ、「Ｑ３、Ｐ３、Ｗ３、及びＲ３」を含む環
Ｃ、並びに「Ｑ４、Ｐ４、Ｗ４、及びＲ４」を含む環Ｄの４つの環は、芳香族炭化水素環
又はヘテロ環を表す。Ｍは、水素原子、金属元素、金属酸化物、金属水酸化物、又は金属
ハロゲン化物を表す。
　＜１０＞　前記マゼンタインクは、下記一般式（Ｍ－１）で表される水溶性アゾ染料を
含有することを特徴とする前記＜８＞又は前記＜９＞に記載のインクジェット記録用イン
クセットである。
【００２５】
【化８】

【００２６】
　前記一般式（Ｍ－１）において、Ａは、５員ヘテロ環ジアゾ成分Ａ－ＮＨ２の残基を表
す。Ｂ１及びＢ２は、各々－ＣＲ１３＝、－ＣＲ１４＝を表すか、あるいはいずれか一方
が窒素原子、他方が－ＣＲ１３＝又は－ＣＲ１４＝を表す。Ｒ１１及びＲ１２は、各々独
立に、水素原子、アルキル基、シクロアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラル
キル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシ
カルボニル基、カルバモイル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、又はス
ルファモイル基を表わす。各基は更に置換基を有していてもよい。 Ｇ、Ｒ１３、及びＲ

１４は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル
基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、カルボキシル基、カルバモイル
基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アシル基、ヒドロキシ基、
アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキ
シ基、ヘテロ環オキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオ
キシ基、アルキル基又はアリール基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、アシルアミノ
基、ウレイド基、スルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオ
キシカルボニルアミノ基、アルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、
ニトロ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニ
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ル基、アルキルスルフィニル基、アリールスルフィニル基、スルファモイル基、ヘテロ環
チオ基、又はイオン性親水性基を表す。各基は更に置換されていてもよい。また、Ｒ１３

とＲ１１、あるいはＲ１１とＲ１２は結合して５～６員環を形成してもよい。但し、一般
式（Ｍ－１）は、少なくとも一つのイオン性親水性基を有する。
　＜１１＞　更に、ブラックインクを含むことを特徴とする前記＜８＞～前記＜１０＞の
いずれか１つに記載のインクジェット記録用インクセットである。
　＜１２＞　前記ブラックインクは、下記一般式（Ｂ－１）で表される水溶性アゾ染料を
含有することを特徴とする前記＜１１＞に記載のインクジェット記録用インクセットであ
る。
【００２７】
【化９】

【００２８】
　前記一般式（Ｂ－１）において、Ａは、１価の芳香族基又はヘテロ環基を表し、Ｂは２
価の芳香族基又はヘテロ環基を表す。Ｔ１及びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－、－ＣＲ４４＝
を表すか、あるいはいずれか一方が窒素原子を表し、他方が＝ＣＲ４３－又は－ＣＲ４４

＝を表す。Ｖ１　、Ｒ４３、及びＲ４４は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、アル
キル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ
基、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボ
ニル基、複素環オキシカルボニル基、アシル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリール
オキシ基、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基
、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、アミノ基（アル
キルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基、ウレイ
ド基、スルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボ
ニルアミノ基、アルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、ヘテロ環ス
ルホニルアミノ基、ニトロ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、アル
キルスルホニル基、アリールスルホニル基、ヘテロ環スルホニル基、アルキルスルフィニ
ル基、アリールスルフィニル基、ヘテロ環スルフィニル基、スルファモイル基、又はスル
ホ基を表す。し、各基は更に置換されていてもよい。 Ｒ４１及びＲ４２は、各々独立に
、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘ
テロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、カルバモ
イル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、スルファモイル基を表す。し、
各基は更に置換基を有していてもよい。但し、Ｒ４１とＲ４２とが同時に水素原子である
ことはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１とＲ４２は、結合して５員環又は６
員環を形成してもよい。
【００２９】
　＜１３＞　支持体上に無機微粒子を含有するインク受容層を有するインクジェット記録
媒体上に、前記＜１＞～前記＜７＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用イエロ
ーインク、又は前記＜８＞～前記＜１２＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用
インクセットを用いて画像を記録するインクジェット記録方法である。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、画像のカラーバランスを長期間安定的に保ち、保存性に優れた画像を
記録することができるインクジェット記録用イエローインク及びインクジェット記録用イ
ンクセット、並びにこれを用いたインクジェット記録方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００３１】
　以下、本発明のインクジェット記録用イエローインク及びインクジェット記録用インク
セット、並びにこれを用いたインクジェット記録方法について詳細に説明する。
【００３２】
＜インクジェット記録用イエローインク＞
　本発明のインクジェット記録用イエローインク（以下、単に「イエローインク」ともい
う。）は、下記一般式（Ｙ）で表される化合物及びその塩からなる群より選ばれる少なく
とも２種の水溶性アゾ染料を含み、この水溶性アゾ染料の２種として、少なくとも、一般
式（Ｙ）中のｎが１である水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と、一般式（Ｙ）中のｎが２である
水溶性アゾ染料（ｙｎ２）とを含んでなる。
【００３３】
　本発明のイエローインクは、一般には水溶性有機溶剤及び／又は水を含有し、好ましく
はノニオン系界面活性剤を含有する。本発明のイエローインクは、必要に応じて、更に他
の成分を用いて構成することができる。
【００３４】
　本発明においては、イエロー色用の染料としてピラゾールアゾ系のイエロー染料を単に
含有するのではなく、そのビス体とモノ体との両方を同インク中にともに含有し、モノ体
がビス体に比較して堅牢性が弱いが色相が近似していることを利用することで、イエロー
色調を所望色調に保ちながら、多色画像の褪色時のカラーバランスを調整できる。これよ
り、カラーバランスが良好で長期での保存性に優れた画像が得られる。
【００３５】
［水溶性アゾ染料（イエロー系）］
　本発明のイエローインクは、染料として、下記一般式（Ｙ）で表される化合物及びその
塩からなる群より選ばれる水溶性アゾ染料のうち、ｎ＝１であるモノ体の水溶性アゾ染料
（ｙｎ１）の少なくとも１種と、ｎ＝２であるビス体の水溶性アゾ染料（ｙｎ２）の少な
くとも１種とを含有する。この水溶性アゾ染料は、色再現性に優れ、光、熱、湿度、及び
環境中の活性ガスに対する堅牢性に優れるところ、より堅牢性の高いビス体に加えてモノ
体を組み合わせた構成にすることにより、カラー画像を形成したときの褪色バランスを保
ち、長期にわたって色調が安定的に良好な画像を記録することができる。
　なお、「水溶性」とは、水１００ｇ（２５℃）に１ｇ以上溶解することをいう。
【００３６】
【化１０】

【００３７】
　式中、Ｇはヘテロ環基を表し、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、及びＱは置換基を表し、ｎは１又は２
を表す。ｎが１のときは、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ、及びＧは、１価の置換基を表す。ｎが２
のときは、Ｒ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｑ、及びＧは、１価又は２価の置換基を表し、少なくとも１
つは２価の置換基を表す。
【００３８】
　本発明のインクジェット記録用イエローインクにおいて、併用する水溶性アゾ染料（ｙ
ｎ１）と水溶性アゾ染料（ｙｎ２）との比率としては、特に制限されるものではなく、イ
ンク組成や、画像記録時に用いる他色のインクとの関係など場合に応じて適宜選択するこ
とができるが、水溶性アゾ染料ｙｎ１、ｙｎ２の比率〔ｙｎ１：ｙｎ２〕としては、１：
２０～１：１の範囲であることが好ましい。比率ｙｎ１：ｙｎ２は、水溶性アゾ染料ｙｎ



(13) JP 2010-77225 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

１の水溶性アゾ染料ｙｎ２に対する割合が少なすぎず１／２０以上となる範囲であると、
カラーバランスの低下が回避され、長期での保存性により優れた画像が得られ、逆に水溶
性アゾ染料ｙｎ１の水溶性アゾ染料ｙｎ２に対する割合が１／１以下となる範囲であると
、良好な保存性を有するイエロー画像が得られる点で有利である。
　前記比率ｙｎ１：ｙｎ２としては、前記同様の理由から、１：１５～１：２の範囲がよ
り好ましく、更に好ましくは１：１０～１：３の範囲である。
【００３９】
　以下、一般式（Ｙ）について詳細に説明する。
　一般式（Ｙ）中、Ｇとしては、５～８員ヘテロ環基が好ましく、その中でも、５員又は
６員の置換もしくは無置換の、芳香族もしくは非芳香族のヘテロ環基が好ましく、それら
は更に縮環していてもよい。更に好ましくは、炭素数３～３０の５員又は６員の芳香族の
ヘテロ環基である。
【００４０】
　前記Ｇで表されるヘテロ環基の例には、置換位置を限定しないで例示すると、ピリジン
、ピラジン、ピリダジン、ピリミジン、トリアジン、キノリン、イソキノリン、キナゾリ
ン、シンノリン、フタラジン、キノキサリン、ピロール、インドール、フラン、ベンゾフ
ラン、チオフェン、ベンゾチオフェン、ピラゾール、イミダゾール、ベンズイミダゾール
、トリアゾール、オキサゾール、ベンズオキサゾール、チアゾール、ベンゾチアゾール、
イソチアゾール、ベンズイソチアゾール、チアジアゾール、イソオキサゾール、ベンズイ
ソオキサゾール、ピロリジン、ピペリジン、ピペラジン、イミダゾリジン、チアゾリン、
スルホランなどが挙げられる。
【００４１】
　前記ヘテロ環基が、更に置換基を有することが可能な基であるときは、以下に挙げたよ
うな置換基を更に有してもよい。
【００４２】
　炭素数１～１２の直鎖又は分岐鎖アルキル基、炭素数７～１８の直鎖又は分岐鎖アラル
キル基、炭素数２～１２の直鎖又は分岐鎖アルケニル基、炭素数２～１２の直鎖又は分岐
鎖アルキニル基、炭素数３～１２の直鎖又は分岐鎖シクロアルキル基、炭素数３～１２の
直鎖又は分岐鎖シクロアルケニル基（以上の各基は分岐鎖を有するものが染料の溶解性及
びインクの安定性を向上させる理由から好ましく、不斉炭素を有するものが特に好ましい
。例えばメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、sec-ブチル、ｔ－ブチル、２－エチ
ルヘキシル、２－メチルスルホニルエチル、３－フェノキシプロピル、トリフルオロメチ
ル、シクロペンチル）、ハロゲン原子（例えば、塩素原子、臭素原子）、アリール基（例
えば、フェニル、４－ｔ－ブチルフェニル、２，４－ジ－ｔ－アミルフェニル）、ヘテロ
環基（例えば、イミダゾリル、ピラゾリル、トリアゾリル、２－フリル、２－チエニル、
２－ピリミジニル、２－ベンゾチアゾリル）、シアノ基、ヒドロキシル基、ニトロ基、カ
ルボキシ基、アミノ基、アルキルオキシ基（例えば、メトキシ、エトキシ、２－メトキシ
エトキシ、２－メチルスルホニルエトキシ）、アリールオキシ基（例えば、フェノキシ、
２－メチルフェノキシ、４－ｔ－ブチルフェノキシ、３－ニトロフェノキシ、３－ｔ－ブ
チルオキシカルボニルフェノキシ、３－メトキシカルボニルフェニルオキシ、アシルアミ
ノ基（例えば、アセトアミド、ベンズアミド、４－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフ
ェノキシ）ブタンアミド）、アルキルアミノ基（例えば、メチルアミノ、ブチルアミノ、
ジエチルアミノ、メチルブチルアミノ）、アリールアミノ基（例えば、フェニルアミノ、
２－クロロアニリノ）、ウレイド基（例えば、フェニルウレイド、メチルウレイド、Ｎ，
Ｎ－ジブチルウレイド）、スルファモイルアミノ基（例えば、Ｎ，Ｎ－ジプロピルスルフ
ァモイルアミノ）、アルキルチオ基（例えば、メチルチオ、オクチルチオ、２－フェノキ
シエチルチオ）、アリールチオ基（例えば、フェニルチオ、２－ブトキシ－５－ｔ－オク
チルフェニルチオ、２－カルボキシフェニルチオ）、アルキルオキシカルボニルアミノ基
（例えば、メトキシカルボニルアミノ）、アルキルスルホニルアミノ基及びアリールスル
ホニルアミノ基（例えば、メチルスルホニルアミノ、フェニルスルホニルアミノ、ｐ－ト
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ルエンスルホニルアミノ）、カルバモイル基（例えば、Ｎ－エチルカルバモイル、Ｎ，Ｎ
－ジブチルカルバモイル）、スルファモイル基（例えば、Ｎ－エチルスルファモイル、Ｎ
，Ｎ－ジプロピルスルファモイル、Ｎ－フェニルスルファモイル）、スルホニル基（例え
ば、メチルスルホニル、オクチルスルホニル、フェニルスルホニル、ｐ－トルエンスルホ
ニル）、アルキルオキシカルボニル基（例えば、メトキシカルボニル、ブチルオキシカル
ボニル）、ヘテロ環オキシ基（例えば、１－フェニルテトラゾール－５－オキシ、２－テ
トラヒドロピラニルオキシ）、アゾ基（例えば、フェニルアゾ、４－メトキシフェニルア
ゾ、４－ピバロイルアミノフェニルアゾ、２－ヒドロキシ－４－プロパノイルフェニルア
ゾ）、アシルオキシ基（例えば、アセトキシ）、カルバモイルオキシ基（例えば、Ｎ－メ
チルカルバモイルオキシ、Ｎ－フェニルカルバモイルオキシ）、シリルオキシ基（例えば
、トリメチルシリルオキシ、ジブチルメチルシリルオキシ）、アリールオキシカルボニル
アミノ基（例えば、フェノキシカルボニルアミノ）、イミド基（例えば、Ｎ－スクシンイ
ミド、Ｎ－フタルイミド）、ヘテロ環チオ基（例えば、２－ベンゾチアゾリルチオ、２，
４－ジ－フェノキシ－１，３，５－トリアゾール－６－チオ、２－ピリジルチオ）、スル
フィニル基（例えば、３－フェノキシプロピルスルフィニル）、ホスホニル基（例えば、
フェノキシホスホニル、オクチルオキシホスホニル、フェニルホスホニル）、アリールオ
キシカルボニル基（例えば、フェノキシカルボニル）、アシル基（例えば、アセチル、３
－フェニルプロパノイル、ベンゾイル）、イオン性親水性基（例えば、カルボキシル基、
スルホ基、ホスホノ基及び４級アンモニウム基）が挙げられる。
【００４３】
　前記一般式（Ｙ）において、Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺの好ましい例について、詳細に説
明する。
【００４４】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺが１価の基を表す場合、１価の基としては、水素原子、又は１価
の置換基を表す。１価の置換基を更に詳しく説明する。この１価の置換基の例としては、
ハロゲン原子、アルキル基、シクロアルキル基、アラルキル基、アルケニル基、アルキニ
ル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシル基、ニトロ基、アルコキシ基、
アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイル
オキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、アミノ
基（アルキルアミノ基、アリールアミノ基）、アシルアミノ基（アミド基）、アミノカル
ボニルアミノ基（ウレイド基）、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボ
ニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホ
ニルアミノ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、
アルキルスルフィニル基、アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールス
ルホニル基、アシル基、アリールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバ
モイル基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、ホスフィニルアミノ
基、シリル基、アゾ基、又はイミド基を挙げることができ、各々はさらに置換基を有して
いてもよい。
【００４５】
　中でも、特に好ましいものは、記録した画像の湿度や酸化性ガス・光等に対する保存性
及び良好な色相の点で、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基
、シアノ基、アルコキシ基、アミド基、ウレイド基、アルキルスルホニルアミノ基、アリ
ールスルホニルアミノ基、スルファモイル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニ
ル基、カルバモイル基、又はアルコキシカルボニル基であり、特に水素原子、ハロゲン原
子、アルキル基、アリール基、シアノ基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基
、又はヘテロ環基が好ましく、水素原子、アルキル基、アリール基、シアノ基、又はアル
キルスルホニル基が最も好ましい。
【００４６】
　以下、前記Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺについて更に詳しく説明する。
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるハロゲン原子は、塩素原子、臭素原子、又はヨウ素原
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子を表す。中でも塩素原子、又は臭素原子が好ましく、特に塩素原子が好ましい。
【００４７】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルキル基は、置換もしくは無置換のアルキル基が含
まれる。置換又は無置換のアルキル基は、炭素原子数が１～３０のアルキル基が好ましい
。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げた
ような置換基と同じものが挙げられる。中でも、ヒドロキシ基、アルコキシ基、シアノ基
、及びハロゲン原子、スルホ基(塩の形でもよい) 又はカルボキシル基(塩の形でもよい)
が好ましい。前記アルキル基の例には、メチル、エチル、ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－オク
チル、エイコシル、２－クロロエチル、ヒドロキシエチル、シアノエチル又は４－スルホ
ブチルを挙げることができる。
【００４８】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるシクロアルキル基は、置換もしくは無置換のシクロア
ルキル基が含まれる。置換基又は無置換のシクロアルキル基は、炭素原子数が５～３０の
シクロアルキル基が好ましい。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが
可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記シクロアルキル
基の例にはシクロヘキシル、シクロペンチル、又は４－ｎ－ドデシルシクロヘキシルを挙
げることができる。
【００４９】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアラルキル基は、置換もしくは無置換のアラルキル基
が含まれる。置換もしくは無置換のアラルキル基としては、炭素原子数が７～３０のアラ
ルキル基が好ましい。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基
であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アラルキルの例にはベン
ジル及び２－フェネチルを挙げることができる。
【００５０】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルケニル基は、直鎖、分岐、環状の置換もしくは無
置換のアルケニル基を表す。好ましくは炭素数２－３０の置換又は無置換のアルケニル基
、例えば、ビニル、アリル、プレニル、ゲラニル、オレイル、２－シクロペンテン－１－
イル、２－シクロヘキセン－１－イルなどを挙げることができる。
【００５１】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルキニル基は、炭素数２～３０の置換又は無置換の
アルキニル基であり、例えば、エチニル、又はプロパルギルを挙げることができる。
【００５２】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアリール基は、炭素数６～３０の置換もしくは無置換
のアリール基、例えばフェニル、ｐ－トリル、ナフチル、ｍ－クロロフェニル、又はｏ－
ヘキサデカノイルアミノフェニルである。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有
することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。
【００５３】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるヘテロ環基は、５又は６員の置換もしくは無置換の、
芳香族もしくは非芳香族のヘテロ環化合物から一個の水素原子を取り除いた１価の基であ
り、それらは更に縮環していてもよい。更に好ましくは、炭素数３～３０の５もしくは６
員の芳香族のヘテロ環基である。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有すること
が可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記ヘテロ環基の
例には、置換位置を限定しないで例示すると、ピリジン、ピラジン、ピリダジン、ピリミ
ジン、トリアジン、キノリン、イソキノリン、キナゾリン、シンノリン、フタラジン、キ
ノキサリン、ピロール、インドール、フラン、ベンゾフラン、チオフェン、ベンゾチオフ
ェン、ピラゾール、イミダゾール、ベンズイミダゾール、トリアゾール、オキサゾール、
ベンズオキサゾール、チアゾール、ベンゾチアゾール、イソチアゾール、ベンズイソチア
ゾール、チアジアゾール、イソオキサゾール、ベンズイソオキサゾール、ピロリジン、ピ
ペリジン、ピペラジン、イミダゾリジン、チアゾリンなどが挙げられる。
【００５４】



(16) JP 2010-77225 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルコキシ基は、置換もしくは無置換のアルコキシ基
が含まれる。置換もしくは無置換のアルコキシ基としては、炭素原子数が１～３０のアル
コキシ基が好ましい。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基
であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アルコキシ基の例には、
メトキシ、エトキシ、イソプロポキシ、ｎ－オクチルオキシ、メトキシエトキシ、ヒドロ
キシエトキシ及び３－カルボキシプロポキシなどを挙げることができる。
【００５５】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアリールオキシ基は、炭素数６～３０の置換もしくは
無置換のアリールオキシ基が好ましい。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有す
ることが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アリー
ルオキシ基の例には、フェノキシ、２－メチルフェノキシ、４－ｔ－ブチルフェノキシ、
３－ニトロフェノキシ、２－テトラデカノイルアミノフェノキシなどを挙げることができ
る。
【００５６】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるシリルオキシ基は、炭素数３～２０のシリルオキシ基
が好ましく、例えば、トリメチルシリルオキシ、ｔ－ブチルジメチルシリルオキシなどを
挙げることができる。
【００５７】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるヘテロ環オキシ基は、炭素数２～３０の置換もしくは
無置換のヘテロ環オキシ基が好ましい。置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有す
ることが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記ヘテロ
環オキシ基の例には、例えば、１－フェニルテトラゾール－５－オキシ、２－テトラヒド
ロピラニルオキシなどを挙げることができる。
【００５８】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアシルオキシ基は、ホルミルオキシ基、炭素数２～３
０の置換もしくは無置換のアルキルカルボニルオキシ基、炭素数６～３０の置換もしくは
無置換のアリールカルボニルオキシ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置
換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。
前記アシルオキシ基の例には、例えば、ホルミルオキシ、アセチルオキシ、ピバロイルオ
キシ、ステアロイルオキシ、ベンゾイルオキシ、ｐ－メトキシフェニルカルボニルオキシ
などを挙げることができる。
【００５９】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるカルバモイルオキシ基は、炭素数１～３０の置換もし
くは無置換のカルバモイルオキシ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換
基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。
前記カルバモイルオキシ基の例には、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイルオキシ、Ｎ
，Ｎ－ジエチルカルバモイルオキシ、モルホリノカルボニルオキシ、Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－オ
クチルアミノカルボニルオキシ、Ｎ－ｎ－オクチルカルバモイルオキシなどを挙げること
ができる。
【００６０】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルコキシカルボニルオキシ基は、炭素数２～３０の
置換もしくは無置換アルコキシカルボニルオキシ基が好ましく、置換基の例としては、上
記Ｇが更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが
挙げられる。前記アルコキシカルボニルオキシ基の例には、例えばメトキシカルボニルオ
キシ、エトキシカルボニルオキシ、ｔ－ブトキシカルボニルオキシ、ｎ－オクチルカルボ
ニルオキシなどを挙げることができる。
【００６１】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアリールオキシカルボニルオキシ基は、炭素数７～３
０の置換もしくは無置換のアリールオキシカルボニルオキシ基が好ましく、置換基の例と
しては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と
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同じものが挙げられる。前記アリールオキシカルボニルオキシ基の例には、例えば、フェ
ノキシカルボニルオキシ、ｐ－メトキシフェノキシカルボニルオキシ、ｐ－ｎ－ヘキサデ
シルオキシフェノキシカルボニルオキシなどを挙げることができる。
【００６２】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアミノ基は、炭素数１～３０の置換もしくは無置換の
アルキルアミノ基、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールアミノ基が好ましく
、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げた
ような置換基と同じものが挙げられる。前記アミノ基の例には、例えば、アミノ、メチル
アミノ、ジメチルアミノ、アニリノ、Ｎ-メチル－アニリノ、ジフェニルアミノ、ヒドロ
キシエチルアミノ、カルボキシエチルアミノ、スルフォエチルアミノ、３，５－ジカルボ
キシアニリノなどを挙げることができる。
【００６３】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアシルアミノ基は、ホルミルアミノ基、炭素数１～３
０の置換もしくは無置換のアルキルカルボニルアミノ基、炭素数６～３０の置換もしくは
無置換のアリールカルボニルアミノ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置
換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。
前記アシルアミノ基の例には、例えば、ホルミルアミノ、アセチルアミノ、ピバロイルア
ミノ、ラウロイルアミノ、ベンゾイルアミノ、３，４，５－トリ－ｎ－オクチルオキシフ
ェニルカルボニルアミノなどを挙げることができる。
【００６４】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアミノカルボニルアミノ基は、炭素数１～３０の置換
もしくは無置換のアミノカルボニルアミノ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが
更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げら
れる。前記アミノカルボニルアミノ基の例には、例えば、カルバモイルアミノ、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノカルボニルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノカルボニルアミノ、モルホリ
ノカルボニルアミノなどを挙げることができる。
【００６５】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルコキシカルボニルアミノ基は、炭素数２～３０の
置換もしくは無置換アルコキシカルボニルアミノ基が好ましく、置換基の例としては、上
記Ｇが更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが
挙げられる。前記アルコキシカルボニルアミノ基の例には、例えば、メトキシカルボニル
アミノ、エトキシカルボニルアミノ、ｔ－ブトキシカルボニルアミノ、ｎ－オクタデシル
オキシカルボニルアミノ、Ｎ－メチルーメトキシカルボニルアミノなどを挙げることがで
きる。
【００６６】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアリールオキシカルボニルアミノ基は、炭素数７～３
０の置換もしくは無置換のアリールオキシカルボニルアミノ基が好ましく、置換基の例と
しては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と
同じものが挙げられる。前記アリールオキシカルボニルアミノ基の例には、例えば、フェ
ノキシカルボニルアミノ、ｐ－クロロフェノキシカルボニルアミノ、ｍ－ｎ－オクチルオ
キシフェノキシカルボニルアミノなどを挙げることができる。
【００６７】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるスルファモイルアミノ基は、炭素数０～３０の置換も
しくは無置換のスルファモイルアミノ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に
置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる
。前記スルファモイルアミノ基の例には、例えば、スルファモイルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアミノスルホニルアミノ、Ｎ－ｎ－オクチルアミノスルホニルアミノなどを挙げるこ
とができる。
【００６８】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルキル及びアリールスルホニルアミノ基は、炭素数
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１～３０の置換もしくは無置換のアルキルスルホニルアミノ基、炭素数６～３０の置換も
しくは無置換のアリールスルホニルアミノ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが
更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げら
れる。前記アルキルスルホニルアミノ基及びアリールスルホニルアミノ基の例には、例え
ば、メチルスルホニルアミノ、ブチルスルホニルアミノ、フェニルスルホニルアミノ、２
，３，５－トリクロロフェニルスルホニルアミノ、ｐ－メチルフェニルスルホニルアミノ
などを挙げることができる。
【００６９】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルキルチオ基は、炭素数１～３０の置換もしくは無
置換のアルキルチオ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有するこ
とが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アルキルチ
オ基の例には、例えばメチルチオ、エチルチオ、ｎ－ヘキサデシルチオなどを挙げること
ができる。
【００７０】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアリールチオ基は炭素数６～３０の置換もしくは無置
換のアリールチオ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有すること
が可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アリールチオ
基の例には、例えば、フェニルチオ、ｐ－クロロフェニルチオ、ｍ－メトキシフェニルチ
オなどを挙げることができる。
【００７１】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるヘテロ環チオ基は、炭素数２～３０の置換又は無置換
のヘテロ環チオ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが
可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記ヘテロ環チオ基
の例には、例えば、２－ベンゾチアゾリルチオ、１－フェニルテトラゾール－５－イルチ
オなどを挙げることができる。
【００７２】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるスルファモイル基は、炭素数０～３０の置換もしくは
無置換のスルファモイル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有す
ることが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記スルフ
ァモイル基の例には、例えば、Ｎ－エチルスルファモイル、Ｎ－（３－ドデシルオキシプ
ロピル）スルファモイル、Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル、Ｎ－アセチルスルファモイ
ル、Ｎ－ベンゾイルスルファモイル、Ｎ－（Ｎ‘－フェニルカルバモイル）スルファモイ
ル）などを挙げることができる。
【００７３】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルキル及びアリールスルフィニル基は、炭素数１～
３０の置換又は無置換のアルキルスルフィニル基、６～３０の置換又は無置換のアリール
スルフィニル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが可
能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アルキル及びアリ
ールスルフィニル基の例には、例えば、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、フェ
ニルスルフィニル、ｐ－メチルフェニルスルフィニルなどを挙げることができる。
【００７４】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルキル及びアリールスルホニル基は、炭素数１～３
０の置換又は無置換のアルキルスルホニル基、６～３０の置換又は無置換のアリールスル
ホニル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基
であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アルキル及びアリールス
ルホニル基の例には、例えば、メチルスルホニル、エチルスルホニル、フェニルスルホニ
ル、ｐ－トルエンスルホニルなどを挙げることができる。
【００７５】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアシル基は、ホルミル基、炭素数２～３０の置換又は
無置換のアルキルカルボニル基、炭素数７～３０の置換もしくは無置換のアリールカルボ
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ニル基、炭素数４～３０の置換もしくは無置換の炭素原子でカルボニル基と結合している
ヘテロ環カルボニル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有するこ
とが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記アシル基の
例には、例えば、アセチル、ピバロイル、２－クロロアセチル、ステアロイル、ベンゾイ
ル、ｐ－ｎ－オクチルオキシフェニルカルボニル、２―ピリジルカルボニル、２―フリル
カルボニルなどを挙げることができる。
【００７６】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアリールオキシカルボニル基は、炭素数７～３０の置
換もしくは無置換のアリールオキシカルボニル基が好ましく、置換基の例としては、上記
Ｇが更に置換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙
げられる。前記アリールオキシカルボニル基の例には、例えば、フェノキシカルボニル、
ｏ－クロロフェノキシカルボニル、ｍ－ニトロフェノキシカルボニル、ｐ－ｔ－ブチルフ
ェノキシカルボニルなどを挙げることができる。
【００７７】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアルコキシカルボニル基は、炭素数２～３０の置換も
しくは無置換アルコキシカルボニル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置
換基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。
前記アルコキシカルボニル基の例には、例えば、メトキシカルボニル、エトキシカルボニ
ル、ｔ－ブトキシカルボニル、ｎ－オクタデシルオキシカルボニルなどを挙げることがで
きる。
【００７８】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるカルバモイル基は、炭素数１～３０の置換もしくは無
置換のカルバモイル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有するこ
とが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記カルバモイ
ル基の例には、例えば、カルバモイル、Ｎ－メチルカルバモイル、Ｎ，Ｎ－ジメチルカル
バモイル、Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－オクチルカルバモイル、Ｎ－（メチルスルホニル）カルバモ
イルなどを挙げることができる。
【００７９】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるホスフィノ基は、炭素数２～３０の置換もしくは無置
換のホスフィノ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが
可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記ホスフィノ基の
例には、例えば、ジメチルホスフィノ、ジフェニルホスフィノ、メチルフェノキシホスフ
ィノなどを挙げることができる。
【００８０】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるホスフィニル基は、炭素数２～３０の置換もしくは無
置換のホスフィニル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有するこ
とが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記ホスフィニ
ル基の例には、例えば、ホスフィニル、ジオクチルオキシホスフィニル、ジエトキシホス
フィニルなどを挙げることができる。
【００８１】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるホスフィニルオキシ基は、炭素数２～３０の置換もし
くは無置換のホスフィニルオキシ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換
基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前
記ホスフィニルオキシ基の例には、例えば、ジフェノキシホスフィニルオキシ、ジオクチ
ルオキシホスフィニルオキシなどを挙げることができる。
【００８２】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるホスフィニルアミノ基は、炭素数２～３０の置換もし
くは無置換のホスフィニルアミノ基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換
基を有することが可能な基であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前
記ホスフィニルアミノ基の例には、例えば、ジメトキシホスフィニルアミノ、ジメチルア
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ミノホスフィニルアミノなどを挙げることができる。
【００８３】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるシリル基は、炭素数３～３０の置換もしくは無置換の
シリル基が好ましく、置換基の例としては、上記Ｇが更に置換基を有することが可能な基
であるときに挙げたような置換基と同じものが挙げられる。前記シリル基の例には、例え
ば、トリメチルシリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、フェニルジメチルシリルなどを挙げ
ることができる。
【００８４】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるアゾ基は、例えば、フェニルアゾ、４－メトキシフェ
ニルアゾ、４－ピバロイルアミノフェニルアゾ、２－ヒドロキシ－４－プロパノイルフェ
ニルアゾなどを挙げることができる。
【００８５】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺで表されるイミド基は、例えば、Ｎ－スクシンイミド、Ｎ－フタ
ルイミドなどを挙げることができる。
【００８６】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺが２価の基を表す場合、２価の基としては、アルキレン基（例、
メチレン、エチレン、プロピレン、ブチレン、ペンチレン）、アルケニレン基（例、エテ
ニレン、プロぺニレン）、アルキニレン基（例、エチニレン、プロピニレン）、アリーレ
ン基（例、フェニレン、ナフチレン）、２価のヘテロ環基（例、６－クロロ－１、３、５
－トリアジン－２、４－ジイル基、ピリミジン－２、４－ジイル基、ピリミジン－４、６
－ジイル基、キノキサリン－２、３－ジイル基、ピリダジン－３，６－ジイル）、－Ｏ－
、－ＣＯ－、－ＮＲ’－（Ｒ’は水素原子、アルキル基又はアリール基）、－Ｓ－、－Ｓ
Ｏ２－、－ＳＯ－又はこれらの組み合わせ（例えば－ＮＨＣＨ２ＣＨ２ＮＨ－、－ＮＨＣ
ＯＮＨ－等）であることが好ましい。
【００８７】
　アルキレン基、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレン基、２価のヘテロ環基、
Ｒのアルキル基又はアリール基は、置換基を有していてもよい。置換基の例としては、前
記Ｇで説明した置換基と同義である。
【００８８】
　前記Ｒ’のアルキル基及びアリール基は、前記Ｇの置換基例と同義である。
【００８９】
　さらに好ましくは、炭素数１０以下のアルキレン基、炭素数１０以下のアルケニレン基
、炭素数１０以下のアルキニレン基、炭素数６以上１０以下のアリーレン基、２価のヘテ
ロ環基、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－又はこれらの組み合わせ（例えば－ＳＣＨ２ＣＨ

２Ｓ－、－ＳＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓ－等）であることがさらに好ましい。
【００９０】
　２価の連結基の総炭素数は０～５０であることが好ましく、０～３０であることがより
好ましく、０～１０であることが最も好ましい。
【００９１】
　Ｑ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＺが３価の基を表す場合、３価の基としては、３価の炭化水素基、
３価のヘテロ環基、＞Ｎ－、又はこれと２価の基の組み合わせ（例えば＞ＮＣＨ２ＣＨ２

ＮＨ－、＞ＮＣＯＮＨ－等）であることが好ましい。
【００９２】
　３価の連結基の総炭素数は０～５０であることが好ましく、０～３０であることがより
好ましく、０～１０であることが最も好ましい。
【００９３】
　一般式（Ｙ）中、ｎの好ましい例は、１又は２であり、特に２が好ましい。
【００９４】
　一般式（Ｙ）中、Ｘの好ましい置換基例は電子吸引性基である。特に、ハメットの置換
基定数σｐ値が０．２０以上の電子吸引性基であり、より好ましくはσｐ値が０．３０以
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上の電子吸引性基であることが好ましい。上限としては、σｐ値が１．０の電子吸引性基
である。
【００９５】
　σｐ値が０．２０以上の電子吸引性基であるＸの具体例としては、アシル基、アシルオ
キシ基、カルバモイル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、
シアノ基、ニトロ基、ジアルキルホスホノ基、ジアリールホスホノ基、ジアリールホスフ
ィニル基、アルキルスルフィニル基、アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、
アリールスルホニル基、スルホニルオキシ基、アシルチオ基、スルファモイル基、チオシ
アネート基、チオカルボニル基、ハロゲン化アルキル基、ハロゲン化アルコキシ基、ハロ
ゲン化アリールオキシ基、ハロゲン化アルキルアミノ基、ハロゲン化アルキルチオ基、σ

ｐ値が０．２０以上の他の電子吸引性基で置換されたアリール基、ヘテロ環基、ハロゲン
原子、アゾ基、又はセレノシアネート基が挙げられる。
【００９６】
　Ｘの好ましいものとしては、炭素数２～１２のアシル基、炭素数２～１２のアシルオキ
シ基、炭素数１～１２のカルバモイル基、炭素数２～１２のアルキルオキシカルボニル基
、炭素数７～１８のアリールオキシカルボニル基、シアノ基、ニトロ基、炭素数１～１２
のアルキルスルフィニル基、炭素数６～１８のアリールスルフィニル基、炭素数１～１２
のアルキルスルホニル基、炭素数６～１８のアリールスルホニル基、炭素数０～１２のス
ルファモイル基、炭素数１～１２のハロゲン化アルキル基、炭素数１～１２のハロゲン化
アルキルオキシ基、炭素数１～１２のハロゲン化アルキルチオ基、炭素数７～１８のハロ
ゲン化アリールオキシ基、２つ以上のσｐ０．２０以上の他の電子吸引性基で置換された
炭素数７～１８のアリール基、及び窒素原子、酸素原子、又はイオウ原子を有する５～８
員環で炭素数１～１８のヘテロ環基を挙げることができる。
【００９７】
　更に好ましくは、シアノ基、炭素数１～１２のアルキルスルホニル基、炭素数６～１８
のアリールスルホニル基、又は炭素数０～１２のスルファモイル基である。
【００９８】
　Ｘとして特に好ましいものは、シアノ基、炭素数１～１２のアルキルスルホニル基、又
は炭素数０～１２のスルファモイル基であり、最も好ましいものは、シアノ基、又は炭素
数１～１２のアルキルスルホニル基である。
【００９９】
　一般式（Ｙ）中、Ｚの好ましい例は、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置
換もしくは無置換のシクロアルキル基、置換もしくは無置換のアルケニル基、置換もしく
は無置換のアルキニル基、置換もしくは無置換のアラルキル基、置換もしくは無置換のア
リール基、又は置換もしくは無置換のヘテロ環基などである。
　Ｚで表される基の詳細については、前記Ｇで表されるヘテロ環基の例に説明した対応す
る置換基の例と同義であり、好ましい例も同じである。
【０１００】
　Ｚの特に好ましくは、置換アリール基、又は置換へテロ環基であり、その中でも特に置
換アリール基が好ましい。
【０１０１】
　一般式（Ｙ）中、Ｑは、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無
置換のアシル基、置換もしくは無置換のアルキルスルホニル基、又は置換もしくは無置換
のアリールスルホニル基が好ましく、特に水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、
又は置換もしくは無置換のアシル基が好ましく、その中でも特に水素原子が好ましい。
【０１０２】
　一般式（Ｙ）中、Ｒは置換もしくは無置換の総炭素数１～１２のアルキル基、置換もし
くは無置換の総炭素数６～１８のアリール基、又は置換もしくは無置換の総炭素数４～１
２ヘテロ環基が好ましく、その中でも、総炭素原子数１～８の直鎖アルキル基又は分岐の
アルキル基が好ましく、特に２級又は３級アルキル基が好ましく、ｔ－ブチル基が最も好



(22) JP 2010-77225 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

ましい。
【０１０３】
　一般式（Ｙ）中、Ｙは水素原子、置換もしくは無置換の総炭素数１～１２のアルキル基
、置換もしくは無置換の総炭素数６～１８のアリール基、又は置換もしくは無置換の総炭
素数４～１２ヘテロ環基が好ましく、その中でも、水素原子、総炭素数１～８の直鎖アル
キル基及び又は分岐のアルキル基が好ましく、特に水素原子、又は総炭素数１～８のアル
キル基が好ましく、水素原子が最も好ましい。
【０１０４】
　一般式（Ｙ）で表される色素におけるＧ，Ｒ，Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｑの好ましい組み合わせに
ついては、種々の基の少なくとも１つが前記の好ましい基である化合物が好ましく、より
多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好ましく、全ての基が前記好ましい
基である化合物が最も好ましい。
【０１０５】
　一般式（Ｙ）で表される色素として特に好ましい組み合わせは、以下の（イ）～（ト）
を含むものである。
【０１０６】
　（イ）Ｇは、５～８員含窒素ヘテロ環が好ましく、特にＳ-トリアジン環、ピリミジン
環、ピリダジン環、ピラジン環、ピリジン環、イミダゾール環、ピラゾール環、又はピロ
ール環が好ましく、その中でもＳ-トリアジン環、ピリミジン環、ピリダジン環、又はピ
ラジン環が好ましく、Ｓ-トリアジン環が最も好ましい。
　（ロ）Ｒは置換もしくは無置換の総炭素数１～１２のアルキル基、置換もしくは無置換
の総炭素数６～１８のアリール基、又は置換もしくは無置換の総炭素数４～１２ヘテロ環
基が好ましく、その中でも、総炭素数１～８の直鎖アルキル基又は分岐のアルキル基が好
ましく、特に２級又は３級アルキル基が好ましく、ｔ－ブチル基が最も好ましい。
　（ハ）Ｘとして特に好ましいものは、シアノ基、総炭素数１～１２のアルキルスルホニ
ル基、総炭素数６～１８のアリールスルホニル基、又は総炭素数０～１２のスルファモイ
ル基であり、その中でも、シアノ基、又は総炭素数１～１２のアルキルスルホニル基が好
ましく、最も好ましいものは、シアノ基である。
　（ニ）Ｙは水素原子、置換もしくは無置換の総炭素数１～１２のアルキル基、置換もし
くは無置換の総炭素数６～１８のアリール基、又は置換もしくは無置換の総炭素数４～１
２ヘテロ環基が好ましく、その中でも、水素原子、総炭素数１～８の直鎖アルキル基又は
分岐のアルキル基が好ましく、特に水素原子、又は総炭素数１～８のアルキル基が好まし
く、水素原子が最も好ましい。
　（ホ）Ｚは、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のシク
ロアルキル基、置換もしくは無置換のアルケニル基、置換もしくは無置換のアルキニル基
、置換もしくは無置換のアラルキル基、置換もしくは無置換のアリール基、又は置換もし
くは無置換のヘテロ環基が好ましく、特に好ましい置換基は置換アリール基、又は置換へ
テロ環基であり、その中でも特に置換アリール基が好ましい。
　（ヘ）Ｑは、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のアシ
ル基、置換もしくは無置換のアルキルスルホニル基、又は置換もしくは無置換のアリール
スルホニル基が好ましく、特に水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、又は置換も
しくは無置換のアシル基が好ましく、その中でも特に水素原子が好ましい。
　（ト）ｎは１～３の整数を表し、好ましくは１又は２であり、特に２が最も好ましい。
【０１０７】
　前記一般式（Ｙ）で表される化合物のうち、ｎ＝２であるビス体としては、下記の一般
式（Ｙ－１）、一般式（Ｙ－２）、一般式（Ｙ－３）、一般式（Ｙ－４）、及び一般式（
Ｙ－５）のいずれかで表される化合物が好ましい。また、ｎ＝１であるモノ体としては、
下記の一般式（Ｙ－１）のＧを含まない片側半分の構造の化合物、一般式（Ｙ－２）のＬ
１を含まない片側半分の構造の化合物、一般式（Ｙ－３）のＬ２を含まない片側半分の構
造の化合物、一般式（Ｙ－４）のＬ３を含まない片側半分の構造の化合物、及び一般式（
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Ｌ３又はＬ４との結合手に１価の置換基が結合したものである。ここでの１価の置換基は
、前記一般式（Ｙ）のＲ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、及びＱで表される１価の置換基と同義であり、好
ましい態様も同様であり、水素原子が好ましい。）が好適である。
【０１０８】
　以下、一般式（Ｙ－１）～一般式（Ｙ－５）の詳細及び好ましい態様について説明する
が、Ｇ、Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３又はＬ４を除いてはそれぞれモノ体の場合も同様であり、ビス
体もみならずモノ体を含めて説明する。
【０１０９】
【化１１】

【０１１０】
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２は１価の基を表し、Ｇは
５～８員含窒素ヘテロ環を構成する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオンを表す。ｍ

１は０～３の整数を表す。
　Ｇの例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＧと同様のものが挙げられ、Ｒ１、Ｒ２

、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２の表す１価の基の例としては、前述の一般式
（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺと同様のものが挙げられる。
【０１１１】
【化１２】

【０１１２】
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１、及びＺ２は１価の基を表し、
Ｌ１は２価の連結基を表し、Ｇ１、Ｇ２はそれぞれ独立に５～８員含窒素ヘテロ環を構成
する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオンを表す。ｍ２１、ｍ２２は、それぞれ独立
に０～３の整数を表す。
　Ｇ１、Ｇ２の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＧと同様のものが挙げられ、Ｒ

１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｚ１、及びＺ２の表す１価の基の例としては、
前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺと同様のものが挙げられ、Ｌ１の表
す２価の連結基の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺが２
価の基を表す場合の例と同様のものが挙げられる。
【０１１３】
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【化１３】

【０１１４】
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、及びＹ２は１価の基を表し、
Ｌ２は２価の連結基を表し、Ｇ１、Ｇ２はそれぞれ独立に５～８員含窒素ヘテロ環を構成
する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオンを表す。ｍ３１、ｍ３２は、それぞれ独立
に０～３の整数を表す。
　Ｇ１、Ｇ２の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＧと同様のものが挙げられ、Ｒ

１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、及びＹ２の表す１価の基の例としては、
前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺと同様のものが挙げられ、Ｌ2の表
す２価の連結基の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺが２
価の基を表す場合の例と同様のものが挙げられる。
【０１１５】

【化１４】

【０１１６】
　式中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２は１価の基を表し、
Ｌ３は２価の連結基を表し、Ｇ１、Ｇ２はそれぞれ独立に５～８員含窒素ヘテロ環を構成
する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオンを表す。ｍ４１、ｍ４２は、それぞれ独立
に０～３の整数を表す。
　Ｇ１、Ｇ２の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＧと同様のものが挙げられ、Ｒ

１１、Ｒ１２、Ｘ１、Ｘ２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２の表す１価の基の例としては、
前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺと同様のものが挙げられ、Ｌ3の表
す２価の連結基の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺが２
価の基を表す場合の例と同様のものが挙げられる。
【０１１７】
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【０１１８】
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２は１価の基を表し、
Ｌ４は２価の連結基を表し、Ｇ１、Ｇ２はそれぞれ独立に５～８員含窒素ヘテロ環を構成
する原子団を表し、Ｍは水素原子又はカチオンを表す。ｍ５１、ｍ５２は、それぞれ独立
に０～３の整数を表す。
　Ｇ１、Ｇ２の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＧと同様のものが挙げられ、Ｒ

１、Ｒ２、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｙ１、Ｙ２、Ｚ１、及びＺ２の表す１価の基の例としては、
前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺと同様のものが挙げられ、Ｌ4の表
す２価の連結基の例としては、前述の一般式（Ｙ）におけるＱ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、及びＺが２
価の基を表す場合の例と同様のものが挙げられる。
【０１１９】
　前記一般式（Ｙ）で表される化合物のうち、上記の一般式（Ｙ－１）、一般式（Ｙ－２
）、一般式（Ｙ－３）、一般式（Ｙ－４）又は一般式（Ｙ－５）中のＧ、Ｇ１及びＧ２で
構成される含窒素ヘテロ環がＳ－トリアジン環である化合物が色相や画像保存性の点でよ
り好ましい。
【０１２０】
　以下、一般式（Ｙ）で表される化合物で表される染料の具体例（例示染料ＤＹＥ－１～
２６）を示す。但し、本発明に用いられる染料は、下記例に限定されるものではない。
　ここで、以下の具体例の構造は遊離の酸の形で示すが、任意の塩の形で用いてもよい。
好ましいカウンターカチオンとしては、アルカリ金属（例えば、リチウム、ナトリウム、
カリウム）、アンモニウム、又は有機のカチオン（例えば、ピリジニウム、テトラメチル
アンモニウム、グアニジウム）を挙げることができる。
　また、下記の具体例中のビス体については、前記一般式中のＧ、Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３又は
Ｌ４に相当する連結部位を除き、該連結部位との結合手に１価の置換基が結合した化合物
も、前記一般式（Ｙ）で表される化合物のモノ体の具体例として挙げられる。ここでの１
価の置換基は、前記一般式（Ｙ）のＲ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、及びＱで表される１価の置換基と同
義であり、好ましい態様も同様であり、水素原子が好ましい。
【０１２１】
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【０１２２】
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【化１７】

【０１２３】
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【化１８】

【０１２４】
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【化１９】

【０１２５】
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【化２０】

【０１２６】
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【化２１】

【０１２７】
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【化２２】

【０１２８】
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【化２３】

【０１２９】
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【化２４】

【０１３０】
　上記のうち、本発明のイエローインクに含有する前記一般式（Ｙ）で表される化合物と
しては、ビス体である水溶性アゾ染料（ｙｎ２）とモノ体である水溶性アゾ染料（ｙｎ１

）とが互いに似通った構造である態様が好ましい。
　具体的には、水溶性アゾ染料（ｙｎ２）が前記一般式（Ｙ－１）で表される化合物であ
って、水溶性アゾ染料（ｙｎ１）が前記一般式（Ｙ－１）のＧを含まない片側半分の構造
の化合物（Ｇとの結合手に１価の置換基が結合したもの）である形態が好ましい。また、
これと同様に、水溶性アゾ染料（ｙｎ２）が前記一般式（Ｙ－２）、前記一般式（Ｙ－３
）、前記一般式（Ｙ－４）、又は前記一般式（Ｙ－５）で表される化合物であって、水溶
性アゾ染料（ｙｎ１）がそれぞれ、前記一般式（Ｙ－２）のＬ１を含まない片側半分の構
造の化合物、前記一般式（Ｙ－３）のＬ２を含まない片側半分の構造の化合物、前記一般
式（Ｙ－４）のＬ３を含まない片側半分の構造の化合物、又は前記一般式（Ｙ－５）のＬ
４を含まない片側半分の構造の化合物（いずれの化合物もＬ１、Ｌ２、Ｌ３又はＬ４との
結合手に１価の置換基が結合したもの）である形態が好ましい。
　ここで、１価の置換基は、前記一般式（Ｙ）のＲ、Ｘ、Ｙ、Ｚ、及びＱで表される１価
の置換基と同義であり、好ましい態様も同様であり、水素原子が好ましい。
【０１３１】
　上記の一般式（Ｙ）で表される化合物及びその塩の合成は、例えば、特開２００１－２
７９１４５号、特開２００３－２７７６６１号、特開２００３－２７７６６２号、特開２
００４－８３９０３号等の各公報に記載の合成法を参照して行なうことができる。
【０１３２】
　イエロー染料の本発明のインクジェット記録用イエローインク中における総含有量とし
ては、イエローインクの総質量に対して、３質量％～７質量％の範囲が好ましい。イエロ
ー染料の総含有量は、３質量％以上であると、受像紙に対するインクの打滴量が多過ぎな
い範囲とすることができ、滲みのない画像を高速記録することが可能であり、７質量％以
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下であると、粒状性の良い、高画質な記録画像を得ることができる。
【０１３３】
　本発明のインクジェット記録用イエローインクは、染料として、前記一般式（Ｙ）で表
されるモノ体の水溶性アゾ染料（ｙｎ１）及びビス体の水溶性アゾ染料（ｙｎ２）を、こ
れらの合計量でインク中の全染料の８０質量％以上の範囲で含有することが好ましい。水
溶性アゾ染料（ｙｎ１）及び水溶性アゾ染料（ｙｎ２）の合計量が前記範囲内であると、
急激な褪色によるカラーバランスの低下を回避でき、長期での保存性に優れた画像を得る
ことができる。
　水溶性アゾ染料（ｙｎ１）及び水溶性アゾ染料（ｙｎ２）の合計量としては、前記同様
の理由から、イエローインク中の全染料量に対して、８５質量％以上の範囲がより好まし
く、９０質量％以上の範囲が特に好ましい。
【０１３４】
　なお、本発明のインクジェット記録用イエローインクは、前記一般式（Ｙ）で表される
化合物及びその塩（水溶性アゾ染料（ｙｎ１）及び水溶性アゾ染料（ｙｎ２）を含む）に
加え、さらに他のイエロー染料を併用することができる。他のイエロー染料には、特に制
限はなく、公知の染料を任意に選択して用いることができる。
【０１３５】
［水溶性有機溶剤］
　本発明のイエローインクは、水溶性有機溶剤の少なくとも１種を含有することができる
。「水溶性」とは、２５℃の水に対する溶解度が１ｇ／１００ｇ以上であることをいう。
【０１３６】
　水溶性有機溶剤としては、例えば、アルコール（例えば、メタノール、エタノール、プ
ロパノール、イソプロパノール、ブタノール、イソブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、ｔ
－ブタノール、ペンタノール、ヘキサノール、シクロヘキサノール、ベンジルアルコール
）、多価アルコール類（例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、ポリプロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキサンジオール、ペンタンジ
オール、グリセリン、ヘキサントリオール）、グリコール誘導体（例えば、エチレングリ
コールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコー
ルモノブチルエーテル、ジエチレングルコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコー
ルモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングル
コールモノメチルエーテル、エチレングリコールジアセテート、エチレングルコールモノ
メチルエーテルアセテート、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレン
グリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノフェニルエーテル）、アミン（
例えば、エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メチルジ
エタノールアミン、Ｎ－エチルジエタノールアミン、モルホリン、Ｎ－エチルモルホリン
、エチレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、ポリエチレンイ
ミン、テトラメチルプロピレンジアミン）、尿素、尿素誘導体及びその他の極性溶媒（例
えば、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、
２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、２－オキ
サゾリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン、アセトニトリル、アセトン）が
挙げられる。
【０１３７】
　イエローインク中における水溶性有機溶剤の含有量としては、１０～８０質量％が好ま
しく、より好ましくは２０～６０質量％である。なお、水溶性有機溶剤は、２５℃におい
て液体でも固体でもよい化合物であり、２種以上を併用してもよい。
【０１３８】
［界面活性剤］
　本発明のインクジェット記録用イエローインクは、前記一般式（Ｙ）で表される水溶性
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アゾ染料及び前記水溶性有機溶剤と共に、さらに界面活性剤を含有することが好ましい。
界面活性剤は、表面張力調整剤として含有し、静的表面張力および動的表面張力の調整が
行なえる。
　界面活性剤としては、ノニオン系、カチオン系、又はアニオン系などの界面活性剤が挙
げられる。本発明のインクジェット記録用イエローインクでは、インクの保存安定性や吐
出安定性、更に受像紙へのインクの迅速な浸透性の点で、ノニオン系界面活性剤を含有す
ることがより好ましい。
【０１３９】
　前記ノニオン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ポリオキシエチレンアルキルアリルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソル
ビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチ
レンアルキルアミン、グリセリン脂肪酸エステル、オキシエチレンオキシプロピレンブロ
ックコポリマー等を挙げることができる。中でも、吐出安定性や受像紙へのインクの迅速
な浸透性の点で、アセチレンジオール系界面活性剤が好ましく、好ましい例として、アセ
チレングリコール系（好ましくはアセチレン系ポリオキシエチレンオキシド）界面活性剤
が好ましい。アセチレングリコール系界面活性剤の例として、ＳＵＲＦＹＮＯＬＳ（Ａｉ
ｒＰｒｏｄｕｃｔｓ＆Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社、サーフィノール４６５など）が挙げられる
。
【０１４０】
　前記界面活性剤のイエローインク中における含有量としては、インク全質量に対して、
０．００１～１５質量％が好ましく、より好ましくは０．００５～１０質量％であり、更
に好ましくは０．０１～５質量％であり、特に好ましくは０．１～５質量％である。
　界面活性剤（特にノニオン系界面活性剤）の含有量が前記範囲内であると、良好な吐出
安定性が得られる点で有利である。
【０１４１】
　イエローインクの表面張力としては、動的・静的表面張力のいずれも、２５℃において
２０～５０ｍＮ／ｍ以下であることが好ましく、２５～４０ｍＮ／ｍ以下であることがよ
り好ましい。表面張力は、５０ｍＮ／ｍ以下であると吐出安定性、混色時の滲み、ひげ等
の画像品質が向上し、２０ｍＮ／ｍ以上であると吐出時のハード表面へのインクの付着等
の防止効果が得られる。
【０１４２】
　静的表面張力の測定方法としては、毛細管上昇法、滴下法、吊環法等が知られているが
、本発明においては、垂直板法を静的表面張力測定法として用いたものである。垂直板法
の原理は次の通りである。即ち、ガラス又は白金の薄い板を液体中に一部分浸して垂直に
吊るすと、液面と板との接する部分に表面張力が下向きに働く。この表面張力は板を吊る
している上向きの力と釣り合わせることで測定することができる。
　また、動的表面張力の測定方法としては、例えば「新実験化学講座、第１８巻、界面と
コロイド」、「（株）丸善、ｐ．６９～９０（１９７７）」に記載のように、振動ジェッ
ト法、メニスカス落下法、最大泡圧法等が知られており、さらに特開平３－２０６４号公
報に記載の液膜破壊法が知られているが、本発明においては、バブルプレッシャー差圧法
が用いられる。その測定原理と方法は次の通りである。即ち、界面活性剤を添加した溶液
を撹拌して均一とし、溶液中で気泡を生成すると、新たな気－液界面が生成され、溶液中
の界面活性剤分子が水の表面に一定速度で集まってくる。バブルレート（気泡の生成速度
）を変化させたとき、生成速度が遅くなれば、より多くの界面活性剤が泡の表面に集まっ
てくるため、泡がはじける直前の最大泡圧が小さくなり、バブルレートに対する最大泡圧
（表面張力）が検出できる。本発明における動的表面張力測定では、大小２本のプローブ
を用いて溶液中で気泡を生成させ、２本のプローブの最大泡圧状態での差圧を測定し、動
的表面張力を算出する。
【０１４３】
　本発明のインクジェット記録用イエローインクは、上記の成分以外に、必要に応じて、
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乾燥防止剤（湿潤剤）、滲み改良剤、ブロンズ防止剤、会合促進剤、浸透促進剤、紫外線
吸収剤、酸化防止剤、消泡剤、粘度調整剤、分散剤、分散安定剤、防黴剤、防錆剤、ｐＨ
調整剤等の添加剤を適宜選択して含有することができる。
　これらの添加剤の詳細については、特開２００７－１９７４９１号公報や特開２００８
－１０１１７３号公報に記載されている。
【０１４４】
＜インクジェット記録用インクセット＞
　本発明のインクジェット記録用インクセットは、イエローインクとマゼンタインクとシ
アンインクとを少なくとも設けて構成されたものであり、このイエローインクの少なくと
も１種を、既述のように、前記一般式（Ｙ）で表され、ｎが１である化合物及びその塩か
らなる群より選ばれる水溶性アゾ染料（ｙｎ１）と、前記一般式（Ｙ）で表され、ｎが２
である化合物及びその塩からなる群より選ばれる水溶性アゾ染料（ｙｎ２）との少なくと
も２種を用いて構成したものである。
【０１４５】
　インクジェット記録用インクセットを用いることにより、多色のカラー画像（例えばフ
ルカラー画像）を記録することができる。フルカラー画像の記録には、インクに用いる顔
料等の色材の色相を所望により変更することにより、マゼンタ色調のインク、シアン色調
のインク、イエロー色調のインクとして用いることができる。さらに、色調を整えるため
に、ブラック色調のインクを用いることができる。また、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ
）、シアン（Ｃ）の色調以外のレッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）、白色（Ｗ
）の色調のインクや、いわゆる印刷分野における特色のインク等を用いることができる。
【０１４６】
　本発明のインクジェット記録用インクセット（以下、「本発明のインクセット」ともい
う。）においては、イエロー色用の染料としてピラゾールアゾ系のイエロー染料を単に含
有するイエローインクを用いるのではなく、ピラゾールアゾ系のイエロー染料のビス体と
モノ体との両方を同インク中にともに含有し、モノ体がビス体に比較して堅牢性が弱く、
色相が近似していることを利用することで、イエロー色調を所望色調に保ちながら、多色
画像の褪色時のカラーバランスを調整できる。これより、カラーバランスが良好で長期の
保存性に優れた画像が得られる。
【０１４７】
　本発明のインクジェット記録用インクセットは、既述の本発明のインクジェット記録用
イエローインクと、マゼンタ染料を含むマゼンタインクと、シアン染料を含むシアンイン
クとを有し、必要に応じて、ブラックインクなどの他のインクを更に用いて構成すること
ができる。
　なお、本発明のインクジェット記録用イエローインクの詳細については、既述した通り
である。
【０１４８】
　シアンインク及びマゼンタインク、並びに場合によりブラックインク等の他色のインク
は、既述のイエローインクと同様に、染料、水溶性有機溶剤、界面活性剤、その他の添加
剤などを用いて構成することができる。これらの水溶性有機溶剤、界面活性剤、及びその
他の添加剤などの詳細については、既述のイエローインクにおける場合と同様であり、好
ましい態様も同様である。
【０１４９】
　以下、シアンインク、マゼンタインク、ブラックインクに好適に用いられる染料につい
て詳述する。
【０１５０】
［水溶性フタロシアニン染料］
　まず、シアンインク中の染料としては、下記一般式（Ｃ－１）で表される化合物及びそ
の塩（水溶性フタロシアニン染料）が好ましい。この水溶性フタロシアニン染料は、前記
一般式（Ｙ）で表される化合物（イエローの水性アゾ染料）と併用して画像記録した場合
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に、画像のカラーバランスを長期間安定的に保ち、保存性に優れた画像を得るのに好まし
い。
【０１５１】
【化２５】

【０１５２】
　一般式（Ｃ－１）中、Ｑ１～Ｑ４、Ｐ１～Ｐ４、Ｗ１～Ｗ４、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ
独立に、（＝Ｃ（Ｊ１）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ２）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ３

）－又は－Ｎ＝）、（＝Ｃ（Ｊ４）－又は－Ｎ＝）を表す。Ｊ１～Ｊ４は、それぞれ独立
に、水素原子及び又は置換基を表す。Ｍは、水素原子、金属元素、金属酸化物、金属水酸
化物、又は金属ハロゲン化物を表す。
【０１５３】
　「Ｑ１、Ｐ１、Ｗ１、及びＲ１」を含む環Ａ、「Ｑ２、Ｐ２、Ｗ２、及びＲ２」を含む
環Ｂ、「Ｑ３、Ｐ３、Ｗ３、及びＲ３」を含む環Ｃ、並びに「Ｑ４、Ｐ４、Ｗ４、及びＲ

４」を含む環Ｄの４つの環は、芳香族炭化水素環、又はヘテロ環を表す。
【０１５４】
　環Ａ、環Ｂ、環Ｃ、及び環Ｄのうち、画像の保存性の観点からは、少なくとも１つはヘ
テロ環であることが好ましい。環Ａ、環Ｂ、環Ｃ、及び環Ｄの１つ又は２つ以上の環がヘ
テロ環である場合、含窒素ヘテロ環が好ましく、中でもピリジン環、ピラジン環、ピリミ
ジン環、ピリダジン環が好ましく、更にピリジン環、ピラジン環が好ましく、特にピリジ
ン環が好ましい。
【０１５５】
　また、環Ａ、環Ｂ、環Ｃ、及び環Ｄのうち、色相や色再現性の観点からは、少なくとも
１つは芳香族炭化水素環であることが好ましく、２つ以上が芳香族炭化水素環であるもの
が更に好ましい。
【０１５６】
　Ｊ１～Ｊ４が置換基を表す場合、Ｊ１～Ｊ４は電子求引性の置換基が好ましく、更には
Ｊ１～Ｊ４の少なくとも１つはイオン性親水性基を有する置換基が好ましい。
【０１５７】
　環Ａ、環Ｂ、環Ｃ、及び環Ｄの１つ又は２つ以上の環が芳香族環である場合、下記一般
式（Ｉ）であることが好ましい。
【０１５８】

【化２６】
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【０１５９】
　前記一般式（Ｉ）中、「＊」は、フタロシアニン骨格との結合位置を表す。Ｇは、－Ｓ
Ｏ－Ｚ１、－ＳＯ２－Ｚ１、－ＳＯ２ＮＺ２Ｚ３、－ＣＯＮＺ２Ｚ３、－ＣＯ２Ｚ１、－
ＣＯＺ１、又はスルホ基を表す。ｔは、１～４の整数を表す。
【０１６０】
　Ｚ１は、同一又は異なっていてもよく、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしく
は無置換のシクロアルキル基、置換もしくは無置換のアルケニル基、置換もしくは無置換
のアルキニル基、置換もしくは無置換のアラルキル基、置換もしくは無置換のアリール基
、置換もしくは無置換のヘテロ環基を表す。
【０１６１】
　前記一般式（Ｉ）中、好ましいＺ１は、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしく
は無置換のアリール基、置換もしくは無置換のヘテロ環基であり、その中でも置換アルキ
ル基、置換アリール基が好ましく、置換アルキル基が最も好ましい。
【０１６２】
　Ｚ２及びＺ３は、同一又は異なっていてもよく、水素原子、置換もしくは無置換のアル
キル基、置換もしくは無置換のシクロアルキル基、置換もしくは無置換のアルケニル基、
置換もしくは無置換のアルキニル基、置換もしくは無置換のアラルキル基、置換もしくは
無置換のアリール基、又は置換もしくは無置換のヘテロ環基を表す。
【０１６３】
　前記一般式（Ｉ）中、Ｚ１及びＺ２は、それぞれ独立に、水素原子、置換もしくは無置
換のアルキル基、置換もしくは無置換のアリール基、又は置換もしくは無置換のヘテロ環
基が好ましく、その中でも、水素原子、置換アルキル基、置換アリール基がより好ましく
、特にＺ１及びＺ２の一方が水素原子を表し、他方が置換アルキル基又は置換アリール基
を表す場合が好ましい。
【０１６４】
　前記一般式（Ｉ）中、好ましいＧは、－ＳＯ－Ｚ１、－ＳＯ２－Ｚ１、－ＳＯ２ＮＺ２

Ｚ３　、－ＣＯＮＺ２Ｚ３、－ＣＯ２Ｚ１、又は－ＣＯＺ１であり、その中でも－ＳＯ－
Ｚ１、－ＳＯ２－Ｚ１、又は－ＳＯ２ＮＺ２Ｚ３が好ましく、特に－ＳＯ２－Ｚ１が好ま
しい。
【０１６５】
　前記一般式（Ｉ）中、好ましいｔは１～３の整数であり、その中でも１～２の整数が好
ましく、特にｔ＝１が好ましい。
【０１６６】
　更には、前記一般式（Ｃ－１）で表される水溶性フタロシアニン染料において、環Ａ、
環Ｂ、環Ｃ、環Ｄの１つ又は２つ以上の環が芳香族環である場合には、少なくとも１つの
芳香族環が下記一般式（II）であることが好ましい。
【０１６７】
【化２７】

【０１６８】
　前記一般式（II）中、「＊」はフタロシアニン骨格との結合位置を表す。
　前記一般式（II）中、Ｇは前記一般式（Ｉ）におけるＧと同義であり、好ましい態様も
同様である。
　また、前記一般式（II）中のｔ１は、１又は２を表し、特にｔ＝１が好ましい。
【０１６９】
　本発明においては、前記一般式（Ｃ－１）で表される水溶性フタロシアニン染料以外に
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インクは、他のシアン染料を用いることができる。他のシアン染料として、例えば、下記
一般式（Ｃ－５）で表される染料又は染料混合物を用いることができる。
【０１７０】
【化２８】

【０１７１】
　前記一般式（Ｃ－５）において、Ｒ１及びＲ２は、各々独立に、水素原子又は１価の置
換基を表す。１価の置換基は、更に置換基を有していてもよい。ａは、０～５の整数を表
し、ｂは０～５の整数を表し、ｃは０～５の整数を表す。
【０１７２】
　更に、他のシアン系染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー１，１０，１５
，２２，２５，５５，６７，６８，７１，７６，７７，７８，８０，８４，８６，８７，
９０，９８，１０６，１０８，１０９，１５１，１５６，１５８，１５９，１６０，１６
８，１８９，１９２，１９３，１９４，１９９，２００，２０１，２０２，２０３，２０
７，２１１，２１３，２１４，２１８，２２５，２２９，２３６，２３７，２４４，２４
８，２４９，２５１，２５２，２６４，２７０，２８０，２８８，２８９，２９１、Ｃ．
Ｉ．アシッドブルー９，２５，４０，４１，６２，７２，７６，７８，８０，８２，９２
，１０６，１１２，１１３，１２０，１２７：１，１２９，１３８，１４３，１７５，１
８１，２０５，２０７，２２０，２２１，２３０，２３２，２４７，２５８，２６０，２
６４，２７１，２７７，２７８，２７９，２８０，２８８，２９０，３２６、Ｃ．Ｉ．リ
アクティブブルー２，３，５，８，１０，１３，１４，１５，１７，１８，１９，２１，
２５，２６，２７，２８，２９，３８、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１，３，５，７，９，
２２，２６，４１，４５，４６，４７，５４，５７，６０，６２，６５，６６，６９，７
１等を挙げることができるが、これらに限定されない。
【０１７３】
　なお、本発明におけるシアンインクは、前記一般式で表される化合物に加え、さらに他
のシアン染料を併用することができる。他のシアン染料には、特に制限はなく、公知の染
料を任意に選択して用いることができる。
【０１７４】
［水溶性アゾ染料（マゼンタ系）］
　次に、マゼンタインク中の染料としては、下記一般式（Ｍ－１）で表される水溶性アゾ
染料が好ましい。この水溶性アゾ染料は、前記一般式（Ｙ）で表される化合物（イエロー
の水性アゾ染料）と併用して画像記録した場合に、画像のカラーバランスを長期間安定的
に保ち、保存性に優れた画像を得るのに好ましい。
【０１７５】
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【化２９】

【０１７６】
　前記一般式（Ｍ－１）中、Ａは、５員ヘテロ環ジアゾ成分Ａ－ＮＨ２の残基を表す。Ｂ
１及びＢ２は、各々－ＣＲ１３＝、－ＣＲ１４＝を表すか、あるいはいずれか一方が窒素
原子，他方が－ＣＲ１３＝又は－ＣＲ１４＝を表す。Ｒ１１，Ｒ１２は、各々独立に、水
素原子、アルキル基、シクロアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、
アリール基、ヘテロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、カルバモイル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、又はスルファモ
イル基を表わす。各基は更に置換基を有していてもよい。Ｇ、Ｒ１３、Ｒ１４は、各々独
立して、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキ
ル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキ
シカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アシル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基
、アリールオキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、ヘテロ
環オキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、アル
キル基又はアリール基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、アシルアミノ基、ウレイド
基、スルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニ
ルアミノ基、アルキル及びアリールスルホニルアミノ基、ニトロ基、アルキル及びアリー
ルチオ基、アルキル及びアリールスルホニル基、アルキル及びアリールスルフィニル基、
スルファモイル基、ヘテロ環チオ基又はイオン性親水性基を表す。各基は更に置換されて
いてもよい。また、Ｒ１３とＲ１１、あるいはＲ１１とＲ１２が結合して５～６員環を形
成してもよい。但し、一般式（Ｍ－１）は、少なくとも一つのイオン性親水性基を有する
。
【０１７７】
　本発明においては、上記一般式（Ｍ－１）において、好ましいＡは５員ヘテロ環であり
、そのヘテロ原子の例にはＮ、Ｏ及びＳを挙げることができる。好ましくは、含窒素５員
ヘテロ環であり、ヘテロ環に脂肪族環、芳香族環、又は他のヘテロ環が縮合していてもよ
い。Ａの好ましいヘテロ環の例としては、ピラゾール環、イミダゾール環、トリアゾール
環、チアゾール環、イソチアゾール環、チアジアゾール環、ベンゾチアゾール環、ベンゾ
オキサゾール環、又はベンゾイソチアゾール環を挙げることができる。各ヘテロ環基は更
に置換基を有していてもよい。中でも、下記一般式（ａ）～（ｉ）で表されるヘテロ環が
好ましい。
【０１７８】
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【化３０】

 
【０１７９】
　前記一般式（ａ）～（ｉ）において、Ｒｍ１～Ｒｍ２０は一般式（Ｍ－１）におけるＲ

１３又はＲ１４と同義である。
【０１８０】
　前記一般式（Ｍ－１）中、Ｂ１及びＢ２は、各々、－ＣＲ１３＝もしくは－ＣＲ１４＝
を表すか、又はいずれか一方が窒素原子、他方が－ＣＲ１３＝もしくは－ＣＲ１４＝を表
すが、Ｂ１及びＢ２が、－ＣＲ１３＝又は－ＣＲ１４＝を表す場合が、より優れた性能を
発揮できる点で好ましい。
【０１８１】
　前記一般式（Ｍ－１）中、Ｒ１１，Ｒ１２は、各々独立に、水素原子、置換又は無置換
のシクロアルキル基、置換又は無置換のアリール基、置換又は無置換のヘテロ環基、置換
又は無置換のアシル基、置換又は無置換のアルキルスルホニル基、置換又は無置換のアリ
ールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、置換アリール基、置換ヘテロ環基が好まし
く、その中でも置換アリール基、置換ヘテロ環基が特に好ましい。但し、Ｒ１１、Ｒ１２

が同時に水素原子であることはない。
【０１８２】
　前記一般式（Ｍ－１）中、Ｇは、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基
、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリールオ
キシ基、アシルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アルキル基又はアリール基又はヘテロ環基
で置換されたアミノ基、アシルアミノ基、ウレイド基、スルファモイルアミノ基、アルコ
キシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、アルキル及びアリールス
ルホニルアミノ基、アルキル及びアリールチオ基、ヘテロ環チオ基又はイオン性親水性基
が好ましい。各基は更に置換されていてもよい。
【０１８３】
　更に、Ｇは、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、ア
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リールオキシ基、アシルオキシ基、アルキル基又はアリール基又はヘテロ環基で置換され
たアミノ基、アシルアミノ基が好ましい。
【０１８４】
　その中でも、水素原子、アリール基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、アシルアミ
ノ基が特に好ましく、置換基を有するアリール基で置換されたアミノ基が最も好ましい。
【０１８５】
　前記一般式（Ｍ－１）中、Ｒ１３，Ｒ１４は、各々独立に、水素原子、アルキル基、シ
アノ基、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基が好ましい。各基は
更に置換されていてもよい。
【０１８６】
　更に詳しくは、水素原子、アルキル基、シアノ基、カルボキシル基が好ましく、その中
でもＲ１３が水素原子、Ｒ１４がアルキル基が好ましく、特にＲ１３が水素原子、Ｒ１４

がメチル基が最も好ましい。
【０１８７】
　前記一般式（Ｍ－１）で表される化合物におけるＡ，Ｂ１，Ｂ２，Ｒ１１～Ｒ１４、Ｇ
の好ましい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが前記の好ましい基である
化合物が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好ましく、
全ての基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
【０１８８】
　本発明では、前記一般式（Ｍ－１）で表される化合物のうち、下記一般式（Ｍ－２）で
表される化合物が好ましい。
【０１８９】
【化３１】

【０１９０】
　一般式（Ｍ－２）中、Ａ、Ｂ１、Ｂ２、Ｒ１１及びＲ１２は、前記一般式（Ｍ－１）中
のＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｒ１１及びＲ１２と同義である。
【０１９１】
　ａ及びｅは各々独立に、アルキル基、アルコキシ基又はハロゲン原子を表すが、ａ及び
ｅが共にアルキル基であるときは、そのアルキル基を構成する炭素数の合計が３以上であ
って、それらはさらに置換されていてもよい。
【０１９２】
　ｂ、ｃ、ｄは、各々独立に前記一般式（Ｍ－１）中のＲ１３、Ｒ１４と同義であり、ａ
とｂ、又は、ｅとｄで互いに縮環していてもよい。但し、一般式（Ｍ－２）は、少なくと
も一つのイオン性親水性基を有する。
【０１９３】
　前記一般式（Ｍ－２）において、Ａは、前記一般式（Ｍ－１）中のＡと同義であり、好
ましい例も同じである。Ｂ１、Ｂ２は、前記一般式（Ｍ－１）中のＢ１、Ｂ２と同義であ
り、好ましい例も同じである。Ｒ１１、Ｒ１２は、前記一般式（Ｍ－１）中のＲ１１、Ｒ

１２と同義であり、好ましい例も同じである。また、ａ及びｅは各々独立に、アルキル基
、アルコキシ基又はハロゲン原子を表すが、ａ及びｅが共にアルキル基であるときは、そ
のアルキル基を構成する炭素数の合計が３以上であって、それらはさらに置換されていて
もよい。
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　更には、ａ及びｅは各々独立にメチル基、エチル基、イソプロピル基が好ましく、その
中でもエチル基、イソプロピル基が好ましく、特にａ＝ｅ＝エチル基又はイソプルピル基
が最も好ましい。また、ｂ、ｃ、ｄは、各々独立に前記一般式（Ｍ－１）中のＲ１３、Ｒ

１４と同義であり、ａとｂ、又は、ｅとｄで互いに縮環していてもよい。但し、一般式（
Ｍ－２）は、少なくとも一つのイオン性親水性基を有する。更には、ｃは水素原子、アル
キル基が好ましく、その中でも水素原子、メチル基が特に好ましい。ｂ、ｄは、水素原子
、イオン性親水性基が好ましく、その中でも水素原子、スルホ基、カルボキシ基が好まし
く、特にｂとｄの組み合わせが水素原子とスルホ基であるのが最も好ましい。
【０１９４】
　前記一般式（Ｍ－２）で表される化合物におけるＡ、Ｂ１，Ｂ２，Ｒ１１，Ｒ１２，ａ
～ｅの好ましい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが前記の好ましい基で
ある化合物が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好まし
く、全ての基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
【０１９５】
　本発明では、前記一般式（Ｍ－２）で表される化合物のうち、下記一般式（Ｍ－３）で
表される化合物が好ましい。
【０１９６】
【化３２】

【０１９７】
　一般式（Ｍ－３）中、Ｚ１１は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．２０以上の電子吸
引性基を表す。Ｚ１２は、水素原子、アルキル基、シクロアルキル基、アルケニル基、ア
ルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基又はアシル基を表す。Ｒ１１、Ｒ１

２、Ｒ１３、Ｒ１４、ａ、ｂ、ｃ、ｄ及びｅは、各々前記一般式（Ｍ－２）の場合と同義
である。Ｑは、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、ア
リール基又はヘテロ環基を表す。前記Ｚ１１、Ｚ１２及びＱの各基は、更に置換基を有し
ていてもよい。但し、一般式（Ｍ－３）は、少なくとも一つのイオン性親水性基を有する
。
【０１９８】
　前記一般式（Ｍ－３）において、Ｒ１３、Ｒ１４は、前記一般式（Ｍ－１）中のＲ１３

、Ｒ１４と同義であり、好ましい例も同じである。Ｒ１１、Ｒ１２は、前記一般式（Ｍ－
１）中のＲ１１、Ｒ１２と同義であり、好ましい例も同じである。ａ、ｂ、ｃ、ｄ及びｅ
は、前記一般式（Ｍ－２）中のａ、ｂ、ｃ、ｄ及びｅと同義であり、好ましい例も同じで
ある。また、Ｚ１１の前記電子吸引性基は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．２０以上
、好ましくは０．３０以上の電子吸引性基である。σｐ値の上限としては、好ましくは１
．０である。
【０１９９】
　σｐ値が０．２０以上の電子吸引性基の具体例としては、アシル基、アシルオキシ基、
カルバモイル基、アルキルオキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、シアノ基
、ニトロ基、ジアルキルホスホノ基、ジアリールホスホノ基、ジアリールホスフィニル基
、アルキルスルフィニル、アリールスルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールス
ルホニル基、スルホニルオキシ基、アシルチオ基、スルファモイル基、チオシアネート基
、チオカルボニル基、ハロゲン化アルキル基、ハロゲン化アルコキシ基、ハロゲン化アリ
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ールオキシ基、ハロゲン化アルキルアミノ基、ハロゲン化アルキルチオ基、ヘテロ環基、
ハロゲン原子、アゾ基、セレノシアネート基及びσｐ値が０．２０以上の他の電子吸引性
基で置換されたアリール基が挙げられる。
【０２００】
　Ｚ１１として好ましくはシアノ基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、ニ
トロ基、又はハロゲン原子であり、シアノ基、アルキルスルホニル基、又はアリールスル
ホニル基がより好ましく、シアノ基が最も好ましい。
【０２０１】
　Ｚ１２としては水素原子、アルキル基、シクロアルキル基、アラルキル基、アリール基
、ヘテロ環基、又はアシル基が好ましく、アルキル基がより好ましい。各置換基はさらに
置換されていてもよい。
【０２０２】
　更に詳しくは、Ｚ１２としてのアルキル基には、置換基を有するアルキル基及び無置換
のアルキル基が含まれる。前記アルキル基は、置換基の炭素原子を除いた炭素原子数が１
～１２のアルキル基が好ましく、より好ましくは炭素原子数１～６のアルキル基が好まし
い。
【０２０３】
　置換基の例には、ヒドロキシル基、アルコキシ基、シアノ基、ハロゲン原子、及びイオ
ン性親水性基が含まれる。
【０２０４】
　アルキル基の例には、メチル、エチル、ブチル、イソプロピル、ｔ－ブチル、ヒドロキ
シエチル、メトキシエチル、シアノエチル、トリフルオロメチル、３－スルホプロピル及
び４－スルホブチルが含まれ、その中でもメチル、エチル、イソプロピル、ｔ－ブチルが
好ましく、特にイソプロピル、ｔ－ブチルが好ましく、特にｔ－ブチルが最も好ましい。
【０２０５】
　Ｚ１２としてのシクロアルキル基には、置換基を有するシクロアルキル基及び無置換の
シクロアルキル基が含まれる。前記シクロアルキル基としては、置換基の炭素原子を除い
た炭素原子数が５～１２のシクロアルキル基が好ましい。置換基の例には、イオン性親水
性基が含まれる。シクロアルキル基の例には、シクロヘキシル基が含まれる。
【０２０６】
　Ｚ１２としてのアラルキル基としては、置換基を有するアラルキル基及び無置換のアラ
ルキル基が含まれる。アラルキル基としては、置換基の炭素原子を除いた炭素原子数が７
～１２のアラルキル基が好ましい。前記置換基の例には、イオン性親水性基が含まれる。
前記アラルキル基の例には、ベンジル基、及び２－フェネチル基が含まれる。
【０２０７】
　Ｚ１２としてのアリール基には、置換基を有するアリール基及び無置換のアリール基が
含まれる。アリール基としては、置換基の炭素原子を除いた炭素原子数が６～１２のアリ
ール基が好ましい。置換基の例には、アルキル基、アルコキシ基、ハロゲン原子、アルキ
ルアミノ基、アミド基、カルバモイル基、スルファモイル基、スルホンアミド基、水酸基
、エステル基及びイオン性親水性基が含まれる。アリール基の例には、フェニル、ｐ－ト
リル、ｐ－メトキシフェニル、ｏ－クロロフェニル及びｍ－（３－スルホプロピルアミノ
）フェニルが含まれる。
【０２０８】
　Ｚ１２としてのヘテロ環基には、置換基を有する複素環基及び無置換の複素環基が含ま
れる。複素環基としては、５員又は６員環の複素環基が好ましい。置換基の例には、アミ
ド基、カルバモイル基、スルファモイル基、スルホンアミド基、水酸基、エステル基及び
イオン性親水性基が含まれる。複素環基の例には、２－ピリジル基、２－チエニル基、２
－チアゾリル基、２－ベンゾチアゾリル基及び２－フリル基が含まれる。
【０２０９】
　Ｚ１２としてのアシル基には、置換基を有するアシル基及び無置換のアシル基が含まれ
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る。前記アシル基としては、置換基の炭素原子を除いた炭素原子数が１～１２のアシル基
が好ましい。置換基の例には、イオン性親水性基が含まれる。アシル基の例には、アセチ
ル基及びベンゾイル基が含まれる。
【０２１０】
　前記一般式（Ｍ－３）において、Ｑは、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルキ
ニル基、アラルキル基、アリール基又はヘテロ環基を表す。これら各置換基はさらに置換
されていてもよい。これらの置換基の詳細は前記Ｒ１３、Ｒ１４の場合と同じである。
【０２１１】
　Ｑは、電子吸引性基で置換された、アリール基又はヘテロ環基が好ましい。Ｑの置換基
となる電子吸引性基は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．２０以上、好ましくは０．３
０以上の電子吸引性基である。σｐ値の上限としては、好ましくは１．０以下である。
【０２１２】
　σｐ値が０．２０以上の電子吸引性基の具体例としては、前記一般式（Ｍ－３）中のＺ

１１と同義である。
【０２１３】
　更に詳しくは、Ｑは、電子吸引性基で置換されたヘテロ環基が好ましく、その中でもス
ルホ基、置換又は無置換のカルバモイル基、置換又は無置換のスルファモイル基で置換さ
れたベンズオキサゾール環、ベンゾチアゾール環が好ましく、特にスルホ基、置換スルフ
ァモイル基で置換されたベンゾチアゾール環が最も好ましい。
【０２１４】
　前記一般式（Ｍ－３）で表される化合物におけるＲ１１～Ｒ１４，Ｚ１１～Ｚ１２，Ｑ
，ａ～ｅの好ましい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが前記の好ましい
基である化合物が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好
ましく、全ての基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
【０２１５】
　本発明の一般式（Ｍ－１）で表される化合物として特に好ましい組み合わせは、以下の
（イ）～（ニ）を含むものである。
【０２１６】
（イ）Ａの好ましいヘテロ環の例には、ピラゾール環、イミダゾール環、トリアゾール環
、チアゾール環、イソチアゾール環、チアジアゾール環、ベンゾチアゾール環、ベンゾオ
キサゾール環、又はベンゾイソチアゾール環が好ましく、更にピラゾール環、イミダゾー
ル環、トリアゾール環、チアゾール環、イソチアゾール環、チアジアゾール環が好ましく
、その中でもピラゾール環、トリアゾール環、チアゾール環、イソチアゾール環、チアジ
アゾール環が好ましく、ピラゾール環が最も好ましい。
【０２１７】
（ロ）Ｂ１及びＢ２は、各々、－ＣＲ１３＝もしくは－ＣＲ１４＝を表すか、又はいずれ
か一方が窒素原子、他方が－ＣＲ１３＝もしくは－ＣＲ１４＝を表すが、Ｂ１及びＢ２が
、－ＣＲ１３＝又は－ＣＲ１４＝を表す場合が好ましく、更にＲ１３が水素原子（Ｂ１が
無置換炭素原子）、Ｒ１４が水素原子又はアルキル基（Ｂ２が無置換又はアルキル基で置
換された炭素原子）が好ましく、特にＲ１３が水素原子（Ｂ１が無置換炭素原子）、Ｒ１

４がメチル基（Ｂ２がメチル基で置換された炭素原子）が最も好ましい。
【０２１８】
（ハ）Ｒ１１、Ｒ１２は、各々独立に、水素原子、置換又は無置換のシクロアルキル基、
置換又は無置換のアリール基、置換又は無置換のヘテロ環基、置換又は無置換のアシル基
、置換又は無置換のアルキルスルホニル基、置換又は無置換のアリールスルホニル基が好
ましく、更に水素原子、置換アリール基、置換ヘテロ環基が好ましく、その中でも置換ア
リール基、置換ヘテロ環基が好ましく、特にスルホ基で置換されたアリール基、及び、ス
ルホ基で置換されたヘテロ環基が最も好ましい。
【０２１９】
（ニ）Ｇは、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラ
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ルキル基、アリール基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アシルオキシ
基、ヘテロ環オキシ基、アルキル基又はアリール基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基
、アシルアミノ基、ウレイド基、スルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ
基、アリールオキシカルボニルアミノ基、アルキル及びアリールスルホニルアミノ基、ア
ルキル及びアリールチオ基、ヘテロ環チオ基又はイオン性親水性基が好ましく、更に、水
素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、
アシルオキシ基、アルキル基又はアリール基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、アシ
ルアミノ基が好ましく、その中でも水素原子、アリール基又はヘテロ環基で置換されたア
ミノ基、アシルアミノ基が特に好ましく、置換を有するアリール基で置換されたアミノ基
が最も好ましい。
【０２２０】
　前記一般式（Ｍ－１）中、一般式（Ｍ－２）の場合が特に好ましい。
　一般式（Ｍ－２）で表される化合物として特に好ましい組み合わせは、以下の（イ）～
（ニ）を含むものである。
【０２２１】
（イ）Ａのヘテロ環の例には、前記一般式（Ｍ－１）中のＡ〔前記一般式（Ｍ－１）にお
ける（イ）〕と同義であり、好ましい例も同じである。
（ロ）Ｂ１及びＢ２は、前記一般式（Ｍ－１）中のＢ１及びＢ２〔前記一般式（Ｍ－１）
における（ロ）〕と同義であり、好ましい例も同じである。
（ハ）Ｒ１１、Ｒ１２は、前記一般式（Ｍ－１）中のＲ１１、Ｒ１２〔前記一般式（Ｍ－
１）における（ハ）〕と同義であり、好ましい例も同じである。
（ニ）ａ及びｅは、アルキル基又はハロゲン原子が好ましく、ａ及びｅが共にアルキル基
の時は無置換アルキル基であって、ａ及びｅの炭素数の合計が３以上（好ましくは５以下
）であり、ａ、ｂ、ｃ、ｄは、各々水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、イオン性親水
性基（好ましくは各々水素原子、炭素数１～４のアルキル基、イオン性親水性基）の場合
が好ましい。更に好ましくは、ａ及びｅは各々独立にメチル基、エチル基、イソプロピル
基が好ましく、その中でもエチル基、イソプロピル基が好ましく、特にａ＝ｅ＝エチル基
又はイソプルピル基が最も好ましい。更に、ｃは、水素原子、アルキル基が好ましく、そ
の中でも水素原子、メチル基が特に好ましい。ｂ、ｄは、水素原子、イオン性親水性基が
好ましく、その中でも水素原子、スルホ基、カルボキシ基が好ましく、特にｂとｄの組み
合わせが水素原子とスルホ基であるのが最も好ましい。
【０２２２】
　前記一般式（Ｍ－２）中、一般式（Ｍ－３）の場合が特に好ましい。
　本発明の一般式（Ｍ－３）で表される化合物の特に好ましい組み合わせは、以下に示す
（イ）～（ヘ）を含む組み合わせ（組み合わせ態様Ｍ）のものである。
【０２２３】
（イ）Ｚ１１は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．２０以上、好ましくは０．３０以上
の電子吸引性基である。σｐ値の上限としては、好ましくは１．０以下である。Ｚ１１と
して更に好ましくはシアノ基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、ニトロ基
、又はハロゲン原子であり、シアノ基、アルキルスルホニル基、又はアリールスルホニル
基がより好ましく、その中でもシアノ基が最も好ましい。
（ロ）Ｚ１２としては水素原子、アルキル基、シクロアルキル基、アラルキル基、アリー
ル基、ヘテロ環基、又はアシル基が好ましく、アルキル基がより好ましい。各基はさらに
置換されていてもよい。更に詳しくは、Ｚ１２としてのアルキル基には、置換基を有する
アルキル基及び無置換のアルキル基が含まれる。前記アルキル基は、置換基の炭素原子を
除いた炭素原子数が１～１２のアルキル基が好ましく、より好ましくは炭素原子数１～６
のアルキル基が好ましい。置換基の例には、ヒドロキシル基、アルコキシ基、シアノ基、
ハロゲン原子、及びイオン性親水性基が含まれる。その中でもメチル、エチル、ブチル、
イソプロピル、ｔ－ブチル、ヒドロキシエチル、メトキシエチル、シアノエチル、トリフ
ルオロメチル、３－スルホプロピル及び４－スルホブチルが好ましく、特にイソプロピル



(48) JP 2010-77225 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

、ｔ－ブチルが好ましく、ｔ－ブチルが最も好ましい。
（ハ）Ｑは、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリ
ール基又はヘテロ環基を表す。これら各置換基はさらに置換されていてもよい。更にＱは
、電子吸引性基で置換された、アリール基又はヘテロ環基が好ましい。Ｑの置換基となる
電子吸引性基は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．２０以上、好ましくは０．３０以上
の電子吸引性基である。σｐ値の上限としては、好ましくは１．０以下である。更に詳し
くは、Ｑ電子吸引性基で置換されたヘテロ環基が好ましく、その中でもスルホ基、置換又
は無置換のカルバモイル基、置換又は無置換のスルファモイル基で置換されたベンズオキ
サゾール環、ベンゾチアゾール環が好ましく、特にスルホ基、置換スルファモイル基で置
換されたベンゾチアゾール環が最も好ましい。
（ニ）ａ、ｂ、ｃ、ｄ及びｅは、前記一般式（Ｍ－２）中のａ、ｂ、ｃ、ｄ及びｅ〔前記
一般式（Ｍ－２）における（ニ）〕と同義であり、好ましい例も同じである。
（ホ）Ｒ１３及びＲ１４は、前記一般式（Ｍ－１）中のＲ１３及びＲ１４と同義であり、
好ましい例も同じである。
（ヘ）Ｒ１１、Ｒ１２は、前記一般式（Ｍ－２）中のＲ１１、Ｒ１２〔前記一般式（Ｍ－
２）における（ハ）〕と同義であり、好ましい例も同じである。
【０２２４】
　前記一般式（Ｍ－１）、（Ｍ－２）及び（Ｍ－３）で表される化合物（アゾ色素）はそ
の分子内にイオン性親水性基を少なくとも１つ（好ましくは３つ以上６つ以下）有する。
イオン性親水性基には、スルホ基、カルボキシル基、ホスホノ基及び４級アンモニウム基
等が含まれる。前記イオン性親水性基としては、カルボキシル基、ホスホノ基、及びスル
ホ基が好ましく、中でもカルボキシル基、スルホ基が好ましい。特に少なくとも１つはス
ルホ基である事が最も好ましい。カルボキシル基、ホスホノ基及びスルホ基は塩の状態で
あってもよく、塩を形成する対イオンの例には、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオ
ン（例、リチウムイオン、ナトリウムイオン、カリウムイオン）及び有機カチオン（例、
テトラメチルアンモニウムイオン、テトラメチルグアニジウムイオン、テトラメチルホス
ホニウム）が含まれる。対イオンの中でもアルカリ金属塩が好ましい。アルカリ金属塩の
中でも、カリウムイオン、ナトリウムイオン、リチウムイオンが好ましく、リチウムイオ
ンが最も好ましい。特に、溶解性向上及びインクジェット印刷におけるブロンズ抑制の観
点から、イオン性親水性基がスルホ基で、且つその対イオンがリチウムイオンの組み合わ
せが最も好ましい。
【０２２５】
　前記アゾ色素はその分子内にイオン性親水性基を３つ以上６つ以下有することが好まし
く、スルホ基を３つ以上６つ以下有することがより好ましく、スルホ基を３つ以上５つ以
下有することが更に好ましい。
【０２２６】
　なお、本発明におけるマゼンタインクは、前記一般式で表される化合物に加え、さらに
他のマゼンタ染料を併用することができる。他のマゼンタ染料には、特に制限はなく、公
知の染料を任意に選択して用いることができる。
【０２２７】
　上記において、本発明のインクジェット記録用インクセットは、前記一般式（Ｙ）で表
される水溶性アゾ染料のモノ体ｙｎ１及びビス体ｙｎ２（ＧがＳ-トリアジン環であって
、Ｒが２級又は３級アルキル基であって、Ｘがシアノ基であって、Ｙが水素原子であって
、Ｚが置換アリール基であって、Ｑが水素原子である場合）を含むイエローインクと、前
記一般式（Ｃ－Ｉ）で表される水溶性フタロシアニン染料（環Ａ、環Ｂ、環Ｃ、及び環Ｄ
の全てが前記一般式（Ｉ）又は（II）で表される環であって、Ｇが－ＳＯ２－Ｚ１（Ｚ１

が置換アルキル基）であって、ｔが１～２である場合）を含むシアンインクと、前記一般
式（Ｍ－３）で表される水性アゾ染料（前記組み合わせ態様Ｍの場合）を含むマゼンタイ
ンクと、を含む形態が好ましい態様である。
　上記に加えて、前記モノ体ｙｎ１と前記ビス体ｙｎ２とが同じ構造を有している場合〔
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例えば、ビス体ｙｎ２が前記一般式（Ｙ－１）で表される化合物、モノ体ｙｎ１が前記一
般式（Ｙ－１）のＧを含まない片側半分の構造の化合物（Ｇとの結合手に１価の置換基が
結合したもの）である場合〕が好ましい。
【０２２８】
［水溶性アゾ染料（ブラック系）］
　次に、ブラックインク中の染料としては、下記一般式（Ｂ－１）で表される水溶性アゾ
染料が好ましい。この水溶性アゾ染料は、前記一般式（Ｙ）で表される化合物（イエロー
の水性アゾ染料）と併用して画像記録した場合に、画像のカラーバランスを長期間安定的
に保ち、保存性に優れた画像を得るのに好ましい。
【０２２９】
【化３３】

【０２３０】
　前記一般式（Ｂ－１）中、Ａは、置換されていてもよい１価の芳香族基又はヘテロ環基
を表し、Ｂは置換されていてもよい２価の芳香族基又はヘテロ環基を表す。Ｔ１及びＴ２

は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表すか、あるいはいずれか一方が窒素原子、他
方が＝ＣＲ４３－又は－ＣＲ４４＝を表す。また、Ｖ１、Ｒ４３及びＲ４４は、各々独立
に、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基
、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカ
ルボニル基、アリールオキシカルボニル基、複素環オキシカルボニル基、アシル基、ヒド
ロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシ
ルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカ
ルボニルオキシ基、アミノ基（アルキルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基
を含む）、アシルアミノ基、ウレイド基、スルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニ
ルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、アルキルもしくはアリールスルホニル
アミノ基、ヘテロ環スルホニルアミノ基、ニトロ基、アルキル及びアリールチオ基、ヘテ
ロ環チオ基、アルキル及びアリールスルホニル基、ヘテロ環スルホニル基、アルキル及び
アリールスルフィニル基、ヘテロ環スルフィニル基、スルファモイル基、又はスルホ基を
表し、各基は更に置換されていてもよい。Ｒ４１、Ｒ４２は、各々独立に、水素原子、ア
ルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシ
ル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、カルバモイル基、アルキ
ル又はアリールスルホニル基、スルファモイル基を表し、各基は更に置換基を有していて
もよい。
　但し、Ｒ４１、Ｒ４２が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あ
るいはＲ４１とＲ４２が結合して５員環又は６員環を形成してもよい。
【０２３１】
　前記一般式（Ｂ－１）について詳細に説明する。
　前記一般式（Ｂ－１）において、好ましいＡは、置換されていてもよい１価の芳香族基
又は置換されていてもよい１価のヘテロ環基が挙げられ、更に詳しくは置換されたフェニ
ル基、置換されたナフチル基、置換又は無置換のヘテロ環基が好ましく、その中でもイオ
ン性親水性基で置換されたフェニル基、ナフチル基、置換基を有する５～６員の含窒素へ
テロ環が好ましく、特にスルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を
含む）で置換されたフェニル基、ナフチル基が好ましく、更に２つ以上のスルホ基（それ
らの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）で置換されたフェニル基、ナフチ
ル基が好ましく、２又は３個のスルホ基（それらの塩を含む）で置換されたナフチル基が
最も好ましい。
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【０２３２】
　前記一般式（Ｂ－１）中、Ｂは、置換されていてもよい２価の芳香族基又は置換されて
いてもよい２価のヘテロ環基が挙げられ、更に詳しくは置換基を有する５～６員ヘテロ環
基が好ましく、その中でも置換基を有する５員ヘテロ環基が好ましい。５～６員ヘテロ環
とはヘテロ原子を含む５～６員環を意味する。ヘテロ環のヘテロ原子としてはＮ、Ｓ及び
Ｏ原子を挙げることができる。
【０２３３】
　Ｂが表すヘテロ環は、脂肪族基、芳香族環又は他のヘテロ環が縮合していてもよく、更
に縮環上に置換基を有していてもよい。また、Ｂが表すヘテロ環は、飽和へテロ環、不飽
和ヘテロ環の両方を意味するが、好ましくは不飽和へテロ環が好ましい。含窒素へテロ環
の場合は、Ｎ原子が４級化されていてもよい。また、互変異性となりうるヘテロ環につい
ては、互変異性体の１つのみを記載している場合でも、他の互変異性体も合わせて含まれ
る。
【０２３４】
　特に好ましいＢが表すヘテロ環は、ピリジン環、ピラジン環、ピリミジン環、ピリダジ
ン環、チオフェン環、チアゾール環、イミダゾール環、ベンゾチアゾール環、チエノチア
ゾール環が挙げられる。
【０２３５】
　前記一般式（Ｂ－１）中、Ｔ１及びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表す
か、あるいはいずれか一方が窒素原子、他方が＝ＣＲ４３－又は－ＣＲ４４＝を意味する
が、好ましくはＴ１及びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表す場合がより優
れた性能を発揮できる点で好ましい。
【０２３６】
　前記一般式（Ｂ－１）中、Ｒ４１、Ｒ４２は、各々独立に、水素原子、アルキル基、ア
ルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、アルコ
キシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、カルバモイル基、アルキル又はアリー
ルスルホニル基、スルファモイル基を表し、各基は更に置換基を有していてもよいが、そ
の中でも水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、アルキル又はアリ
ールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基が好
ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘテロ環基が好まし
く、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４１、Ｒ４２が同時
に水素原子であることはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１とＲ４２が結合し
て５～６員環を形成してもよい。
【０２３７】
　前記一般式（Ｂ－１）中、Ｖ１は、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル
基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、ヒドロキシ基、アルコキシ
基、アリールオキシ基、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、アミノ基
（アルキルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基、
ウレイド基、スルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシ
カルボニルアミノ基、アルキル及びアリールチオ基、ヘテロ環チオ基が好ましく、各基は
更に置換されていてもよい。
【０２３８】
　更に好ましいＶ１は、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシ基、アルコキ
シ基、アリールオキシ基、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、アミノ
基（アルキルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基
を表し、その中でも水素原子、アミノ基（アルキルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ
環アミノ基を含む）、アシルアミノ基であり、特に置換基を有するアミノ基が好ましく、
イオン性親水性基を置換基として有するアリール基で置換したアミノ基（置換アニリノ基
等）が最も好ましい。
【０２３９】
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　一般式（Ｂ－１）で表される化合物の特に好ましい組み合わせは、以下の（イ）～（ホ
）を含むものである。
【０２４０】
（イ）Ａは、置換されたフェニル基、置換されたナフチル基、置換又は無置換のヘテロ環
基が好ましく、その中でもイオン性親水性基で置換されたフェニル基、ナフチル基、置換
基を有する５～６員の含窒素へテロ環が好ましく、特にスルホ基（それらの塩を含む）、
カルボキシル基（それらの塩を含む）で置換されたフェニル基、ナフチル基が好ましく、
更に２つ以上のスルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）で
置換されたフェニル基、ナフチル基が好ましく、２又は３個のスルホ基（それらの塩を含
む）で置換されたナフチル基が最も好ましい。
【０２４１】
（ロ）Ｂは、置換基を有する５～６員ヘテロ環基が好ましく、その中でも置換基を有する
５員ヘテロ環基が好ましい。特に好ましいヘテロ環は、ピリジン環、ピラジン環、ピリミ
ジン環、ピリダジン環、チオフェン環、チアゾール環、イミダゾール環、ベンゾチアゾー
ル環、チエノチアゾール環が挙げられる。
【０２４２】
（ハ）Ｔ１及びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表すか、あるいはいずれか
一方が窒素原子、他方が＝ＣＲ４３－又は－ＣＲ４４＝を意味するが、好ましくはＴ１及
びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表す場合がより優れた性能を発揮できる
点で好ましい。
【０２４３】
（ニ）Ｒ４１、Ｒ４２は、水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、
アルキル又はアリールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基
、ヘテロ環基が好ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘ
テロ環基が好ましく、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４

１、Ｒ４２が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１

とＲ４２が結合して５～６員環を形成してもよい。
【０２４４】
（ホ）Ｖ１は、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、ア
リールオキシ基、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、アミノ基（アル
キルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基を表し、
その中でも水素原子、アミノ基（アルキルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ
基を含む）、アシルアミノ基が好ましく、特に置換基を有するアミノ基が好ましく、イオ
ン性親水性基を置換基として有するアリール基で置換したアミノ基（置換アニリノ基等）
が最も好ましい。
【０２４５】
　前記一般式（Ｂ－１）で表される色素におけるＡ，Ｂ，Ｔ１，Ｔ２，Ｒ４１，Ｒ４２，
Ｖ１の好ましい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが上記の好ましい基で
ある化合物が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好まし
く、全ての基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
【０２４６】
　前記一般式（Ｂ－１）で表される化合物のうち、下記一般式（Ｂ－２）で表される化合
物が好ましい。
【０２４７】
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【化３４】

【０２４８】
　前記一般式（Ｂ－２）中、Ｘは、Ｎ原子又は＝ＣＷ１－を表す。Ｗ１は、ハメットの置
換基定数σｐ値が０．２０以上の電子吸引性基を表す。Ａ、Ｖ１、Ｔ１、Ｔ２、Ｒ４１及
びＲ４２は、前記一般式（Ｂ－１）中のＡ、Ｖ１、Ｔ１、Ｔ２、Ｒ４１及びＲ４２と同義
である。Ｗは、前記一般式（Ｂ－１）中のＶ１と同義である。
【０２４９】
　前記一般式（Ｂ－２）について詳細に説明する。
　前記一般式（Ｂ－２）において、好ましいＷは、置換フェニル基、置換又は無置換のナ
フチル基、置換又は無置換のヘテロ環基（例えばピロール環、チオフェン環、イミダゾー
ル環、チアゾール環、ベンゾチアゾール環、ピリジン環又はピリダジン環）であり、特に
好ましくは、置換フェニル基（特にパラ位置換のフェニル基）、置換又は無置換のβ－ナ
フチル基、ピリジン環又はチアゾール環である。
【０２５０】
　前記一般式（Ｂ－２）において、Ｘは、Ｎ原子又は＝ＣＷ１－を表し、Ｗ１は、ハメッ
トの置換基定数σｐ値が０．２０以上の電子吸引性基を表す。その中でも、σｐ値が０．
３０以上の電子吸引性基であるのが好ましく、０．４５以上の電子吸引性基が更に好まし
く、０．６０以上の電子吸引性基が特に好ましいが、１．０を超えないことが望ましい。
更に詳しくは、炭素数２～２０のアシル基、炭素数２～２０のアルキルオキシカルボニル
基、ニトロ基、シアノ基、炭素数１～２０のアルキルスルホニル基、炭素数６～２０のア
リールスルホニル基、炭素数１～２０のカルバモイル基及び炭素数１～２０のハロゲン化
アルキル基が好ましい。特に好ましいものは、シアノ基、炭素数１～２０のアルキルスル
ホニル基、炭素数６～２０のアリールスルホニル基であり、最も好ましいものはシアノ基
である。
【０２５１】
　前記一般式（Ｂ－２）において、Ａは、前記一般式（Ｂ－１）中のＡと同義であり、好
ましい例も同じである。また、Ｔ１及びＴ２は、前記一般式（Ｂ－１）中のＴ１及びＴ２

と同義であり、好ましい例も同じである。Ｒ４１、Ｒ４２は、前記一般式（Ｂ－１）中の
Ｒ４１、Ｒ４２と同義であり、好ましい例も同じである。Ｖ１は、前記一般式（Ｂ－１）
中のＶ１と同義であり、好ましい例も同じである。
【０２５２】
　前記一般式（Ｂ－２）で表される化合物の特に好ましい組み合わせは、以下の（イ）～
（ヘ）を含むものである。
【０２５３】
（イ）好ましいＷは、置換フェニル基、置換又は無置換のナフチル基、置換又は無置換の
ヘテロ環基（例えばピロール環、チオフェン環、イミダゾール環、チアゾール環、ベンゾ
チアゾール環、ピリジン環又はピリダジン環）であり、特に好ましくは、置換フェニル基
（特にパラ位置換のフェニル基）、置換又は無置換のβ－ナフチル基、ピリジン環又はチ
アゾール環である。
【０２５４】
（ロ）Ｘは、Ｎ原子又は＝ＣＷ１－を表し、Ｗ１は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．
２０以上の電子吸引性基を表す。更に詳しくは、炭素数２～２０のアシル基、炭素数２～
２０のアルキルオキシカルボニル基、ニトロ基、シアノ基、炭素数１～２０のアルキルス
ルホニル基、炭素数６～２０のアリールスルホニル基、炭素数１～２０のカルバモイル基
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及び炭素数１～２０のハロゲン化アルキル基が好ましい。特に好ましいものは、シアノ基
、炭素数１～２０のアルキルスルホニル基、炭素数６～２０のアリールスルホニル基であ
り、最も好ましいものはシアノ基である。
【０２５５】
（ハ）Ａは、置換されたフェニル基、置換されたナフチル基、置換又は無置換のヘテロ環
基が好ましく、その中でもイオン性親水性基で置換されたフェニル基、ナフチル基、置換
基を有する５～６員の含窒素へテロ環が好ましく、特にスルホ基（それらの塩を含む）、
カルボキシル基（それらの塩を含む）で置換されたフェニル基、ナフチル基が好ましく、
更に２つ以上のスルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）で
置換されたフェニル基、ナフチル基が好ましく、２又は３個のスルホ基（それらの塩を含
む）で置換されたナフチル基が最も好ましい。
【０２５６】
（ニ）Ｔ１及びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表すか、あるいはいずれか
一方が窒素原子、他方が＝ＣＲ４３－又は－ＣＲ４４＝を意味するが、好ましくはＴ１及
びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表す場合がより優れた性能を発揮できる
点で好ましい。
【０２５７】
（ホ）Ｒ４１、Ｒ４２は、水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、
アルキル又はアリールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基
、ヘテロ環基が好ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘ
テロ環基が好ましく、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４

１、Ｒ４２が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１

とＲ４２が結合して５～６員環を形成してもよい。
【０２５８】
（ヘ）Ｖ１は、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、ア
リールオキシ基、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、アミノ基（アル
キルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基を表し、
その中でも水素原子、アミノ基（アルキルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ
基を含む）、アシルアミノ基が好ましく、特に置換基を有するアミノ基が好ましく、イオ
ン性親水性基を置換基として有するアリール基で置換したアミノ基（置換アニリノ基等）
が最も好ましい。
【０２５９】
　前記一般式（Ｂ－２）で表される色素におけるＷ，Ｘ，Ａ，Ｔ１，Ｔ２，Ｒ４１，Ｒ４

２，Ｖ１の好ましい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが上記の好ましい
基である化合物が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好
ましく、全ての基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
【０２６０】
　前記一般式（Ｂ－２）で表される化合物のうち、下記一般式（Ｂ－３）で表される化合
物が好ましい。
【０２６１】
【化３５】

【０２６２】
　前記一般式（Ｂ－３）中、Ｖ１、Ｗ、Ｘ、Ｔ１，Ｔ２、Ｒ４１及びＲ４２は、前記一般
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式（Ｂ－２）中のＶ１、Ｗ、Ｘ、Ｔ１，Ｔ２、Ｒ４１及びＲ４２と同義である。Ｘ１、Ｘ

２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、前記一般式（Ｂ－１）中のＶ１と同義である。
【０２６３】
　前記一般式（Ｂ－３）について詳細に説明する。
　前記一般式（Ｂ－３）において、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７で表さ
れる１価の基としては、水素原子、又は１価の置換基を表す。１価の置換基を更に詳しく
説明する。この１価の置換基の例としては、ハロゲン原子、アルキル基、シクロアルキル
基、アラルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、
ヒドロキシル基、ニトロ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ
環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、
アリールオキシカルボニルオキシ基、アミノ基（アルキルアミノ基、アリルアミノ基）、
アシルアミノ基（アミド基）、アミノカルボニルアミノ基（ウレイド基）、アルコキシカ
ルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アル
キルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、アルキルチオ基、アリールチオ
基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、アルキルスルフィニル基、アリールスルフィニ
ル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、アリールオキシカルボ
ニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホ
スフィニルオキシ基、ホスフィニルアミノ基、シリル基、アゾ基、又はイミド基を挙げる
ことができ、各々はさらに置換基を有していてもよい。
【０２６４】
　好ましいＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、水素原子、ハロゲン原子、
アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、アルコキシ基、アミド基、ウレイド基
、アルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファモイル基、アル
キルスルホニル基、アリールスルホニル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、
スルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）、水酸基（塩でも
よい）、ホスホノ基（塩でもよい）又は４級アンモニウムであり、その中でも水素原子、
ハロゲン原子、アルキル基、スルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの
塩を含む）、水酸基（塩でもよい）が好ましく、更に水素原子、スルホ基（それらの塩を
含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）が好ましく、特にＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４

、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７のうち少なくとも１つがスルホ基（それらの塩を含む）又はカルボ
キシル基（それらの塩を含む）であることが好ましい。
【０２６５】
　前記一般式（Ｂ－３）において、Ｗは、前記一般式（Ｂ－２）中のＷと同義であり、好
ましい例も同じである。Ｘは、前記一般式（Ｂ－２）中のＸと同義であり、好ましい例も
同じである。Ｔ１及びＴ２は前記一般式（Ｂ－２）中のＴ１及びＴ２と同義であり、好ま
しい例も同じである。Ｒ４１、Ｒ４２は前記一般式（Ｂ－２）中のＲ４１、Ｒ４２と同義
であり、好ましい例も同じである。Ｖ１は、前記一般式（Ｂ－２）中のＶ１と同義であり
、好ましい例も同じである。
【０２６６】
　前記一般式（Ｂ－３）で表される化合物の特に好ましい組み合わせは、以下の（イ）～
（へ）を含むものである。
【０２６７】
（イ）Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、水素原子、ハロゲン原子、アル
キル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、アルコキシ基、アミド基、ウレイド基、ア
ルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファモイル基、アルキル
スルホニル基、アリールスルホニル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、スル
ホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）、水酸基（塩でもよい
）、ホスホノ基（塩でもよい）又は４級アンモニウムであり、その中でも水素原子、ハロ
ゲン原子、アルキル基、スルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を
含む）、水酸基（塩でもよい）が好ましく、更に水素原子、スルホ基（それらの塩を含む



(55) JP 2010-77225 A 2010.4.8

10

20

30

40

）、カルボキシル基（それらの塩を含む）が好ましく、特にＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ

５、Ｘ６及びＸ７のうち少なくとも１つがスルホ基（それらの塩を含む）又はカルボキシ
ル基（それらの塩を含む）であることが好ましい。
【０２６８】
（ロ）好ましいＷは、置換フェニル基、置換又は無置換のナフチル基、置換又は無置換の
ヘテロ環基（例えばピロール環、チオフェン環、イミダゾール環、チアゾール環、ベンゾ
チアゾール環、ピリジン環又はピリダジン環）であり、特に好ましくは、置換フェニル基
（特にパラ位置換のフェニル基）、置換又は無置換のβ－ナフチル基、ピリジン環又はチ
アゾール環である。
【０２６９】
（ハ）Ｘは、Ｎ原子又は＝ＣＷ１－を表し、Ｗ１は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．
２０以上の電子吸引性基を表す。更に詳しくは、炭素数２～２０のアシル基、炭素数２～
２０のアルキルオキシカルボニル基、ニトロ基、シアノ基、炭素数１～２０のアルキルス
ルホニル基、炭素数６～２０のアリールスルホニル基、炭素数１～２０のカルバモイル基
及び炭素数１～２０のハロゲン化アルキル基が好ましい。特に好ましいものは、シアノ基
、炭素数１～２０のアルキルスルホニル基、炭素数６～２０のアリールスルホニル基であ
り、最も好ましいものはシアノ基である。
【０２７０】
（ニ）Ｔ１及びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表すか、あるいはいずれか
一方が窒素原子、他方が＝ＣＲ４３－又は－ＣＲ４４＝を意味するが、好ましくはＴ１及
びＴ２は、各々＝ＣＲ４３－及び－ＣＲ４４＝を表す場合がより優れた性能を発揮できる
点で好ましい。
【０２７１】
（ホ）Ｒ４１、Ｒ４２は、水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、
アルキル又はアリールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基
、ヘテロ環基が好ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘ
テロ環基が好ましく、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４

１、Ｒ４２が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１

とＲ４２が結合して５～６員環を形成してもよい。
【０２７２】
（ヘ）Ｖ１は、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、ア
リールオキシ基、ヘテロ環オキシ基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、アミノ基（アル
キルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基を表し、
その中でも水素原子、アミノ基（アルキルアミノ基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ
基を含む）、アシルアミノ基が好ましく、特に置換基を有するアミノ基が好ましく、イオ
ン性親水性基を置換基として有するアリール基で置換したアミノ基（置換アニリノ基等）
が最も好ましい。
【０２７３】
　一般式（Ｂ－３）で表される色素におけるＸ１～Ｘ７、Ｗ、Ｘ、Ｔ１，Ｔ２，Ｖ１，Ｒ

４１，Ｒ４２の好ましい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが上記の好ま
しい基である化合物が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がよ
り好ましく、全ての基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
【０２７４】
　前記一般式（Ｂ－３）で表される化合物のうち、下記一般式（Ｂ－４）又は下記一般式
（Ｂ－５）で表される化合物が好ましい。
【０２７５】
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【化３６】

【０２７６】
　前記一般式（Ｂ－４）中、Ｒ４１、Ｒ４２、Ｒ４３は前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４１

、Ｒ４２、Ｒ４３と同義である。Ｒ４４は、前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４４と同義であ
る。Ｒ４５、Ｒ４６は、前記一般式（Ｂ－３）中のＲ４１及びＲ４２と同義である。Ｗは
、前記一般式（Ｂ－３）中のＷと同義である。Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及び
Ｘ７は、前記一般式（Ｂ－３）中のＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７と同義
である。
【０２７７】
【化３７】

【０２７８】
　前記一般式（Ｂ－５）中、Ｒ４１、Ｒ４２、Ｒ４３は、前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４

１、Ｒ４２、Ｒ４３と同義である。Ｒ４４は、前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４４と同義で
ある。Ｒ４５、Ｒ４６は、前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４１及びＲ４２と同義である。Ｗ
は、前記一般式（Ｂ－３）中のＷと同義である。Ｗ１１は、前記一般式（Ｂ－２）中のＷ

１と同義である。Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、前記一般式（Ｂ－３
）中のＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７と同義である。
【０２７９】
　前記一般式（Ｂ－４）について詳細に説明する。
　前記一般式（Ｂ－４）において、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、前
記一般式（Ｂ－３）中のＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７と同義であり、好
ましい例も同じである。Ｗは、前記一般式（Ｂ－３）中のＷと同義であり、好ましい例も
同じである。Ｒ４１、Ｒ４２は前記一般式（Ｂ－３）中のＲ４１、Ｒ４２と同義であり、
好ましい例も同じである。Ｒ４３、Ｒ４４は、前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４３、Ｒ４４

と同義であり、好ましい例も同じである。Ｒ４５、Ｒ４６は前記一般式（Ｂ－３）中のＲ

４１、Ｒ４２と同義であり、好ましい例も同じである。
【０２８０】
　前記一般式（Ｂ－４）で表される化合物として特に好ましい組み合わせは、以下の（イ
）～（ホ）を含むものである。
【０２８１】
（イ）Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、水素原子、ハロゲン原子、アル
キル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、アルコキシ基、アミド基、ウレイド基、ア
ルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファモイル基、アルキル
スルホニル基、アリールスルホニル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、スル
ホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）、水酸基（塩でもよい
）、ホスホノ基（塩でもよい）又は４級アンモニウムであり、その中でも水素原子、ハロ
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ゲン原子、アルキル基、スルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を
含む）、水酸基（塩でもよい）が好ましく、更に水素原子、スルホ基（それらの塩を含む
）、カルボキシル基（それらの塩を含む）が好ましく、特にＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ

５、Ｘ６及びＸ７のうち少なくとも１つがスルホ基（それらの塩を含む）又はカルボキシ
ル基（それらの塩を含む）であることが好ましい。
【０２８２】
（ロ）好ましいＷは、置換フェニル基、置換又は無置換のナフチル基、置換又は無置換の
ヘテロ環基（例えばピロール環、チオフェン環、イミダゾール環、チアゾール環、ベンゾ
チアゾール環、ピリジン環又はピリダジン環）であり、特に好ましくは、置換フェニル基
（特にパラ位置換のフェニル基）、置換又は無置換のβ－ナフチル基、ピリジン環又はチ
アゾール環である。
【０２８３】
（ハ）Ｒ４１、Ｒ４２は、水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、
アルキル又はアリールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基
、ヘテロ環基が好ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘ
テロ環基が好ましく、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４

１、Ｒ４２が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１

とＲ４２が結合して５～６員環を形成してもよい。
【０２８４】
（ニ）Ｒ４３及びＲ４４の好ましい例は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、アルキ
ル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基
、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、複素環オキシカルボニル基、ヒドロキシ基、アミノ基（アルキルアミノ基、アリ－
ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基、ウレイド基、スルファモイル
アミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、アルキ
ルもしくはアリールスルホニルアミノ基、ヘテロ環スルホニルアミノ基を表し、各基は更
に置換されていてもよい。
　更に好ましいＲ４３は、水素原子、ハロゲン原子、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基
、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、複素環オキシカルボニル基であり、その中でもシアノ基、カルボキシル基、カルバ
モイル基、アルコキシカルボニル基が好ましく、特にシアノ基が最も好ましい。また、更
に好ましいＲ４４は、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル
基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、ヒドロキシ基、アミノ基（アルキルアミノ
基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基、ウレイド基、スル
ファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ
基、アルキルもしくはアリールスルホニルアミノ基、ヘテロ環スルホニルアミノ基であり
、その中でも水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラ
ルキル基、アリール基が好ましく、特に、メチル基が最も好ましい。
【０２８５】
（ホ）Ｒ４５、Ｒ４６は、水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、
アルキル又はアリールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基
、ヘテロ環基が好ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘ
テロ環基が好ましく、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４

５、Ｒ４６が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４５とＲ４６が結合して５～６
員環を形成してもよい。
【０２８６】
　前記一般式（Ｂ－４）で表される色素におけるＸ１～Ｘ７，Ｗ，Ｒ４１～Ｒ４６の好ま
しい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが上記の好ましい基である化合物
が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好ましく、全ての
基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
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【０２８７】
　前記一般式（Ｂ－５）について詳細に説明する。
　前記一般式（Ｂ－５）において、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、前
記一般式（Ｂ－３）中のＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７と同義であり、好
ましい例も同じである。
【０２８８】
　前記一般式（Ｂ－５）においてＷは、前記一般式（Ｂ－３）中のＷと同義であり、好ま
しい例も同じである。Ｗ１１は、前記一般式（Ｂ－２）中のＷ１と同義であり、好ましい
例も同じである。Ｒ４１、Ｒ４２は前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４１、Ｒ４２と同義であ
り、好ましい例も同じである。Ｒ４３、Ｒ４４は、前記一般式（Ｂ－１）中のＲ４３、Ｒ

４４と同義であり、好ましい例も同じである。Ｒ４５、Ｒ４６は前記一般式（Ｂ－３）中
のＲ４１、Ｒ４２と同義であり、好ましい例も同じである。
【０２８９】
　前記一般式（Ｂ－５）で表される化合物の特に好ましい組み合わせは、以下の（イ）～
（ヘ）を含むものである。
【０２９０】
（イ）Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、水素原子、ハロゲン原子、アル
キル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、アルコキシ基、アミド基、ウレイド基、ア
ルキルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、スルファモイル基、アルキル
スルホニル基、アリールスルホニル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、スル
ホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）、水酸基（塩でもよい
）、ホスホノ基（塩でもよい）又は４級アンモニウムであり、その中でも水素原子、ハロ
ゲン原子、アルキル基、スルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を
含む）、水酸基（塩でもよい）が好ましく、更に水素原子、スルホ基（それらの塩を含む
）、カルボキシル基（それらの塩を含む）が好ましく、特にＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ

５、Ｘ６及びＸ７のうち少なくとも１つがスルホ基（それらの塩を含む）又はカルボキシ
ル基（それらの塩を含む）であることが好ましい。
【０２９１】
（ロ）好ましいＷは、置換フェニル基、置換又は無置換のナフチル基、置換又は無置換の
ヘテロ環基（例えばピロール環、チオフェン環、イミダゾール環、チアゾール環、ベンゾ
チアゾール環、ピリジン環又はピリダジン環）であり、特に好ましくは、置換フェニル基
（特にパラ位置換のフェニル基）、置換又は無置換のβ－ナフチル基、ピリジン環又はチ
アゾール環である。
【０２９２】
（ハ）好ましいＷ１１は、ハメットの置換基定数σｐ値が０．２０以上の電子吸引性基を
表す。その中でも、σｐ値が０．３０以上の電子吸引性基であるのが好ましく、０．４５
以上の電子吸引性基が更に好ましく、０．６０以上の電子吸引性基が特に好ましいが、１
．０を超えないことが望ましい。更に詳しくは、炭素数２～２０のアシル基、炭素数２～
２０のアルキルオキシカルボニル基、ニトロ基、シアノ基、炭素数１～２０のアルキルス
ルホニル基、炭素数６～２０のアリールスルホニル基、炭素数１～２０のカルバモイル基
及び炭素数１～２０のハロゲン化アルキル基が好ましい。特に好ましいものは、シアノ基
、炭素数１～２０のアルキルスルホニル基、炭素数６～２０のアリールスルホニル基であ
り、最も好ましいものはシアノ基である。
【０２９３】
（ニ）Ｒ４１、Ｒ４２は、水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、
アルキル又はアリールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基
、ヘテロ環基が好ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘ
テロ環基が好ましく、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４

１、Ｒ４２が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４３とＲ４１、あるいはＲ４１

とＲ４２が結合して５～６員環を形成してもよい。
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【０２９４】
（ホ）Ｒ４３及びＲ４４の好ましい例は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、アルキ
ル基、アルケニル基、アルキニル基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基
、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、複素環オキシカルボニル基、ヒドロキシ基、アミノ基（アルキルアミノ基、アリ－
ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基、ウレイド基、スルファモイル
アミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、アルキ
ルもしくはアリールスルホニルアミノ基、ヘテロ環スルホニルアミノ基を表し、各基は更
に置換されていてもよい。
　更に好ましいＲ４３は、水素原子、ハロゲン原子、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基
、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、複素環オキシカルボニル基であり、その中でもシアノ基、カルボキシル基、カルバ
モイル基、アルコキシカルボニル基が好ましく、特にシアノ基が最も好ましい。また、更
に好ましいＲ４４は、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル
基、アラルキル基、アリール基、ヘテロ環基、ヒドロキシ基、アミノ基（アルキルアミノ
基、アリ－ルアミノ基、ヘテロ環アミノ基を含む）、アシルアミノ基、ウレイド基、スル
ファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ
基、アルキルもしくはアリールスルホニルアミノ基、ヘテロ環スルホニルアミノ基であり
、その中でも水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アラ
ルキル基、アリール基が好ましく、特に、メチル基が最も好ましい。
【０２９５】
（ヘ）Ｒ４５、Ｒ４６は、水素原子、アルキル基、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、
アルキル又はアリールスルホニル基が好ましく、更に水素原子、アルキル基、アリール基
、ヘテロ環基が好ましく、特に水素原子、置換基を有するアリール基、置換基を有するヘ
テロ環基が好ましく、水素原子、置換基を有するアリール基が最も好ましい。但し、Ｒ４

５、Ｒ４６が同時に水素原子であることはない。また、Ｒ４５とＲ４６が結合して５～６
員環を形成してもよい。
【０２９６】
　前記一般式（Ｂ－５）で表される色素におけるＸ１～Ｘ７、Ｗ、Ｗ１，Ｒ４１～Ｒ４６

の好ましい組み合わせについては、種々の基の少なくとも１つが上記の好ましい基である
化合物が好ましく、より多くの種々の基が前記好ましい基である化合物がより好ましく、
全ての基が前記好ましい基である化合物が最も好ましい。
【０２９７】
　本発明では、前記一般式（Ｂ－４）又は（Ｂ－５）で表される化合物のうち、特に下記
一般式（Ｂ－４－Ｉ）及び又は（Ｂ－５－Ｉ）で表される化合物がより優れた性能を発揮
できる点で好ましい。
【０２９８】
【化３８】

【０２９９】
　前記一般式（Ｂ－４－Ｉ）中、Ｒ１１、Ｒ１２はイオン性親水性基を表す。特に好まし
くはスルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）であり、その
中でもスルホ基が好ましい。ｍ、ｎは、１～３の整数を表す。特に好ましくは１～２の整
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数を表し、ｍ＝１及び又はｎ＝１が最も好ましい。Ｗは、前記一般式（Ｂ－４）中のＷと
同義であり好ましい例も同じである。Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、
前記一般式（Ｂ－４）中のＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７と同義であり好
ましい例も同じである。
【０３００】
【化３９】

【０３０１】
　前記一般式（Ｂ－５－Ｉ）中、Ｒ１１、Ｒ１２はイオン性親水性基を表す。特に好まし
くはスルホ基（それらの塩を含む）、カルボキシル基（それらの塩を含む）であり、その
中でもスルホ基が好ましい。ｍ、ｎは、１～３の整数を表す。特に好ましくは１～２の整
数を表し、ｍ＝１及び又はｎ＝１が最も好ましい。Ｗは、前記一般式（Ｂ－５）中のＷと
同義であり好ましい例も同じである。Ｗ１１は、前記一般式（Ｂ－５）中のＷ１１と同義
であり好ましい例も同じである。Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７は、前記
一般式（Ｂ－５）中のＸ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６及びＸ７と同義であり好まし
い例も同じである。
【０３０２】
　なお、本発明におけるブラックインクは、前記一般式で表される化合物に加え、さらに
他のブラック染料を併用することができる。他のブラック染料には、特に制限はなく、公
知の染料を任意に選択して用いることができる。
【０３０３】
　また、各インクの調製方法については、特開平５－１４８４３６号、同５－２９５３１
２号、同７－９７５４１号、同７－８２５１５号、同７－１１８５８４号の各公報に詳細
が記載されていて、本発明におけるインクジェット記録用インクの調製にも利用できる。
【０３０４】
＜インクジェット記録方法＞
　本発明のインクジェット記録方法は、既述の本発明のインクジェット記録用イエローイ
ンク、又は既述の本発明のインクジェット記録用インクセットを用い、支持体上に無機微
粒子を含有するインク受容層を有するインクジェット記録媒体上に画像を記録する構成と
したものである。
【０３０５】
　本発明のインクジェット記録方法においては、イエローインクとして本発明のインクジ
ェット記録用イエローインクを用いて記録するので、記録された画像を長期間保管した際
に、画像のカラーバランスが大きく変化するのを抑えることができ、長期にわたって色調
を安定的に保つことができる画像が得られる。
【０３０６】
　本発明のインクセットを用いて記録する記録紙及び記録フィルムとしては、公知の被記
録材、すなわち普通紙、樹脂コート紙、例えば特開平８－１６９１７２号公報、同８－２
７６９３号公報、同２－２７６６７０号公報、同７－２７６７８９号公報、同９－３２３
４７５号公報、特開昭６２－２３８７８３号公報、特開平１０－１５３９８９号公報、同
１０－２１７４７３号公報、同１０－２３５９９５号公報、同１０－３３７９４７号公報
、同１０－２１７５９７号公報、同１０－３３７９４７号公報等に記載のインクジェット
専用紙、フィルム、電子写真共用紙、布帛、ガラス、金属、陶磁器等を用いることができ
る。
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【０３０７】
　記録紙及び記録フィルムにおける支持体は、ＬＢＫＰ、ＮＢＫＰ等の化学パルプ、ＧＰ
、ＰＧＷ、ＲＭＰ、ＴＭＰ、ＣＴＭＰ、ＣＭＰ、ＣＧＰ等の機械パルプ、ＤＩＰ等の古紙
パルプ等を用い、必要に応じて従来の公知の顔料、バインダー、サイズ剤、定着剤、カチ
オン剤、紙力増強剤等の添加剤を混合し、長網抄紙機、円網抄紙機等の各種装置で製造さ
れたもの等が使用可能である。支持体としては、これらの支持体の他に合成紙、プラスチ
ックフィルムシートのいずれであってもよく、支持体の厚みは１０～２５０μｍ、坪量は
１０～２５０ｇ／ｍ２が望ましい。
【０３０８】
　支持体としては、両面をポリオレフィン（例、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリブテ
ン及びそれらのコポリマー）やポリエチレンテレフタレートでラミネートした紙及びプラ
スチックフイルムがより好ましく用いられる。ポリオレフィン中に、白色顔料（例、酸化
チタン、酸化亜鉛）又は色味付け染料（例、コバルトブルー、群青、酸化ネオジウム）を
添加することが好ましい。
【０３０９】
　本発明においては、支持体上に無機微粒子を含有するインク受容層を有するインクジェ
ット記録媒体が好ましい。以下、支持体上に設けられるインク受容層について説明する。
　インク受容層は、多孔質材料や水性バインダーを用いて形成できる。また、インク受容
層には、無機微粒子として顔料を含む場合が好ましく、顔料としては、白色顔料が好まし
い。白色顔料としては、炭酸カルシウム、カオリン、タルク、クレー、珪藻土、合成非晶
質シリカ、珪酸アルミニウム、珪酸マグネシウム、珪酸カルシウム、水酸化アルミニウム
、アルミナ、リトポン、ゼオライト、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、二酸化チタン、硫
化亜鉛、炭酸亜鉛等の無機白色顔料、スチレン系ピグメント、アクリル系ピグメント、尿
素樹脂、メラミン樹脂等の有機顔料等が挙げられる。特に好ましくは、多孔性の白色無機
顔料がよく、特に細孔面積が大きい合成非晶質シリカ等が好適である。合成非晶質シリカ
は、乾式製造法（気相法）によって得られる無水珪酸及び湿式製造法によって得られる含
水珪酸のいずれも使用可能である。
【０３１０】
　前記顔料をインク受容層に含有する記録紙としては、具体的には、特開平１０－８１０
６４号、同１０－１１９４２３号、同１０－１５７２７７号、同１０－２１７６０１号、
同１１－３４８４０９号、特開２００１－１３８６２１号、同２０００－４３４０１号、
同２０００－２１１２３５号、同２０００－３０９１５７号、同２００１－９６８９７号
、同２００１－１３８６２７号、特開平１１－９１２４２号、同８－２０８７号、同８－
２０９０号、同８－２０９１号、同８－２０９３号、同８－１７４９９２号、同１１－１
９２７７７号、特開２００１－３０１３１４号などの各公報に記載のものを用いることが
できる。
【０３１１】
　前記水性バインダーとしては、ポリビニルアルコール、シラノール変性ポリビニルアル
コール、デンプン、カチオン化デンプン、カゼイン、ゼラチン、カルボキシメチルセルロ
ース、ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルピロリドン、ポリアルキレンオキサイド
、ポリアルキレンオキサイド誘導体等の水溶性高分子、スチレンブタジエンラテックス、
アクリルエマルジョン等の水分散性高分子等が挙げられる。これらの水性バインダーは単
独又は２種以上併用して用いることができる。中でも特に、ポリビニルアルコール、シラ
ノール変性ポリビニルアルコールが顔料に対する付着性、インク受容層の耐剥離性の点で
好適である。
【０３１２】
　インク受容層は、顔料及び水性バインダーのほか、媒染剤、耐水化剤、耐光性向上剤、
耐ガス性向上剤、界面活性剤、硬膜剤その他の添加剤を含有することができる。なお、イ
ンク受容層中に含まれる媒染剤は、不動化されていることが好ましい。そのためには、ポ
リマー媒染剤が滲み防止の点で好ましく用いられる。
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【０３１３】
　本発明のインクジェット記録用インクセットの吐出に用いるインクジェット方式には、
特に制限はなく、公知の方式、例えば静電誘引力を利用してインクを吐出させる電荷制御
方式、ピエゾ素子の振動圧力を利用するドロップオンデマンド方式（圧力パルス方式）、
電気信号を音響ビームに変えインクに照射して放射圧を利用してインクを吐出させる音響
インクジェット方式、及びインクを加熱して気泡を形成し、生じた圧力を利用するサーマ
ルインクジェット（バブルジェット（登録商標））方式等を適用することができる。イン
クジェット方式には、フォトインクと称する濃度の低いインクを小さい体積で多数射出す
る方式、実質的に同じ色相で濃度の異なる複数のインクを用いて画質を改良する方式や無
色透明のインクを用いる方式が含まれる。
【実施例】
【０３１４】
　以下、本発明を実施例により更に具体的に説明するが、本発明はその主旨を越えない限
り、以下の実施例に限定されるものではない。なお、特に断りのない限り、「部」は質量
基準である。
【０３１５】
（実施例１）
＜インクセットの作製＞
（イエローインクＹ－１０１の調製）
　下記組成の成分にイオン交換水を加えて１０００ｇとした後、３０～４０℃で加熱しな
がら１時間撹拌した。その後、平均孔径０．２μｍのミクロフィルターで加圧濾過し、イ
エローインクＹ－１０１を調製した。イエローインクＹ－１０１中の染料濃度は６．０質
量％であった。
【０３１６】
　<イエローインクＹ－１０１の組成>
－固形成分－
・下記イエロー染料Ｙ－１（ビス体）のカリウム塩・・・４５．０ｇ
・下記イエロー染料Ｙ－２（モノ体）のカリウム塩・・・１５．０ｇ
・プロキセルＸＬ－２（アーチ・ケミカルズ・ジャパン（株）製）・・・１．０ｇ
－液体成分－
・グリセリン・・・８１ｇ
・トリエチレングリコール・・・９６ｇ
・トリエチレングリコールモノブチルエーテル・・・９１ｇ
・プロピレングリコール・・・３ｇ
・オルフィンＥ１０１０（日信化学工業（株）製；アセチレンジオールのエチレンオキサ
イド(10モル)付加物（ノニオン系界面活性剤））・・・２０ｇ
・イオン交換水・・・６４８ｇ
【０３１７】
【化４０】

【０３１８】
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【化４１】

【０３１９】
（マゼンタインクＭ－１０１の調製）
　下記組成の成分にイオン交換水を加えて１０００ｇとした後、３０～４０℃で加熱しな
がら１時間撹拌した。その後、平均孔径０．２μｍのミクロフィルターで加圧濾過し、マ
ゼンタインクＭ－１０１を調製した。マゼンタインクＭ－１０１中の染料濃度は３．０質
量％であった。
【０３２０】
　<マゼンタインク Ｍ－１０１の組成>
－固形成分－
・下記マゼンタ染料Ｍ－１・・・３０．０ｇ
・尿素・・・４８．０ｇ
・プロキセルＸＬ－２（アーチ・ケミカルズ・ジャパン（株）製）・・・１．０ｇ
－液体成分－
・グリセリン・・・８４．０ｇ
・トリエチレングリコール・・・２０．０ｇ
・トリエチレングリコールモノブチルエーテル・・・９９．０ｇ
・プロピレングリコール・・・３．０ｇ
・イオン交換水・・・７１５ｇ
【０３２１】

【化４２】

【０３２２】
（シアンインクＣ－１０１の調製）
　下記組成の成分にイオン交換水を加え１０００ｇとした後、３０～４０℃で加熱しなが
ら１時間撹拌した。その後、平均孔径０．２μｍのミクロフィルターで加圧濾過し、シア
ンインクＣ－１０１を調製した。シアンインクＣ－１０１中の染料濃度は５．４質量％で
あった。
【０３２３】
　<シアンインクＣ－１０１の組成>
－固形分－
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・下記シアン染料Ｃ－１・・・５４．０ｇ
・尿素・・・４１．０ｇ
・プロキセルＸＬ－２（アーチ・ケミカルズ・ジャパン（株）製）・・・１．０ｇ
－液体成分－
・グリセリン・・・９１ｇ
・トリエチレングリコール・・・１８ｇ
・トリエチレングリコールモノブチルエーテル・・・９４ｇ
・プロピレングリコール・・・３ｇ
・１，２－ヘキサンジオール・・・１２ｇ
・２－ピロリドン・・・２７ｇ
・オルフィンＥ１０１０（日信化学工業（株）製；アセチレンジオールのエチレンオキサ
イド(10モル)付加物（ノニオン系界面活性剤））・・・１０ｇ
・イオン交換水・・・６４９ｇ
【０３２４】

【化４３】

【０３２５】
（ブラックインクＢｋ－１０１の調製）
　下記組成の成分にイオン交換水を加えて１０００ｇとした後、３０～４０℃で加熱しな
がら１時間撹拌した。その後、平均孔径０．２μｍのミクロフィルターで加圧濾過し、ブ
ラックインクＢｋ－１０１を調製した。ブラックインクＢｋ－１０１中の染料濃度は７．
２質量％であった。
【０３２６】
　<ブラックインクＢｋ－１０１の組成>
－固形分－
・ブラック染料１（下記ブラック用主染料Ｂｋ－１）・・・６２．０ｇ
・ブラック染料２（下記ブラック用補色染料Ｂｋ－２）・・・１０．０ｇ
・プロキセルＸＬ－２（アーチ・ケミカルズ・ジャパン（株）製）・・・１．０ｇ
－液体成分－
・グリセリン・・・８３ｇ
・トリエチレングリコール・・・８ｇ
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・トリエチレングリコールモノブチルエーテル・・・８４ｇ
・プロピレングリコール・・・３ｇ
・１，２－ヘキサンジオール・・・１６ｇ
・オルフィンＥ１０１０（日信化学工業（株）製；アセチレンジオールのエチレンオキサ
イド(10モル)付加物（ノニオン系界面活性剤））・・・１０ｇ
・イオン交換水・・・７２３ｇ
【０３２７】
【化４４】

【０３２８】
（インクセット１の作製）
　上記で得られたイエローインクＹ－１０１、マゼンタインクＭ－１０１、シアンインク
Ｃ－１０１、及びブラックインクＢｋ－１０１からなるインクセット１を作製した。
【０３２９】
＜画像記録及び評価＞
　得られたインクセット１を、富士フイルム（株）製のＤｒｙ Ｍｉｎｉｌａｂ４００イ
ンクカートリッジに充填し、富士フイルム（株）製インクジェット受像紙「画彩」ロール
ペーパーを用いて、２３℃、５０％ＲＨの環境下で記録を行なった。
　イエロー、マゼンタ、シアンの各インクの単色濃度がそれぞれ異なるサンプル、及びイ
エロー、マゼンタ、シアンの４色によるコンポジットグレーの画像濃度が異なるサンプル
を作成し、以下の画像評価を行なった。
【０３３０】
～耐オゾン性～
　ＪＥＩＴＡ ＣＰ－３９０１（電子情報技術産業協会規格、2007年11月制定）による「
デジタルカラー写真プリント画像保存性評価方法」に従い、イエロー、マゼンタ、シアン
それぞれについて、画像濃度ＣｉをＸ－ｒｉｔｅ３１０にて測定し、コンポジットニュー
トラルパッチ、単色パッチ、白地部で以下の濃度範囲に該当するパッチを選択した。
　白地部
　　濃度０．５パッチ　０．５±１０％
　　濃度１．０パッチ　１．０±１０％
　　濃度１．５パッチ　１．５±１０％
　次に、オゾンガス濃度が５ｐｐｍに設定されたボックス内に放置し、オゾンガス環境下
で放置前後の画像濃度を、反射濃度計（Ｘ－ｒｉｔｅ３１０ＴＲ）を用いて測定し、染料
残存率（％；＝Ｃｆ／Ｃｉ×１００）を求めた。各色の単色パッチ及びコンポジットニュ
ートラルパッチで得られた染料残存率のデータをもとに、前記ＪＥＩＴＡ ＣＰ－３９０
１にしたがって画像の寿命を算出した。算出結果を下記表１に示す。
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　なお、この寿命年数は、画像中の各色材の色変化率、色バランス変化率、白地部の反射
濃度をもとに求められる。
【０３３１】
（比較例１）
＜インクセット２の作製＞
（イエローインクＹ－１０２及びインクセット２の作製）
　実施例１のインクセット１において、イエローインクＹ－１０１のイエロー染料Ｙ－２
（モノ体）のカリウム塩を、イエロー染料Ｙ－１（ビス体）のカリウム塩に代えたこと以
外は、実施例１と同様にして、イエローインクＹ－１０２を調製した。
【０３３２】
　得られたイエローインクＹ－１０２、並びに実施例１で調製したマゼンタインクＭ－１
０１、シアンインクＣ－１０１、及びブラックインクＢｋ－１０１を用いて、インクセッ
ト２を作製した。このインクセットを用い、実施例１と同様にして２３℃、５０％ＲＨの
環境下で記録を行なった。さらに、実施例１と同様の評価を行なった。評価結果を下記表
１に示す。
【０３３３】
【表１】

【０３３４】
　前記表１に示すように、実施例では、画像の記録後経時でのオゾン褪色による色バラン
スの崩れが緩和されており、記録画像は寿命が改善され、長期での保存性を向上させるこ
とができた。



(67) JP 2010-77225 A 2010.4.8

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H186 BA02  BA11  DA12  FB11  FB16  FB17  FB18  FB25  FB29  FB30 
　　　　 　　        FB53 
　　　　 　　  4J039 BC39  BC40  BC41  BC51  BC55  BE06  BE12  BE22  BE24  EA15 
　　　　 　　        EA16  EA17  EA19  EA29  EA35  GA24 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

